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塩 原 将 行

今回は、戸田城外が家庭教育学総論として執筆した 『中等學校入學試験の話と愛見の優等化』

の核心部分にあたる以下の第四章から第人章を翻刻紹介する。

第四章 入學試瞼制度の話

第五章 受験準備の話

第六章 家庭教育で見童を優等化する方法

第七章 入學試験活用法

第八章 どんな中等學校を選澤するか

本書の解題は、既に 『創価教育』第3号 に掲載 しているので二点の補足にとどめたい。尚、本

書に関する杉本芳雄、馬場百々子の研究会での報告は、『創価教育研究』第2号(創 価教育研究セ

ンター2003年)に 掲載 しているのであわせて参照されたい。

第一に、本書における戸田の考え方を要約すると、一部の例外を除いては全ての子 どもを立派

に教育 していく事は可能である。その上で、劣等児を生みだしているのは学校であるとい うこと

である。能量(理 解力等を含めた総合的な力)の 異なる子どもを同じクラスで教育することによ

り、授業の進度を中間の能量の子どもに合わせた場合でも、中間以下の子 どもは、その進度にっ

いてこれない。この子どもたちは、この状況が年を追って深刻化 して、遂には、「劣等児」とい う

レッテルが張られてしまうとい うのである。 しかし,戸 田は、このような子 どもたちも社会に出

てそれぞれの分野で活躍 していることから、本来 「劣等児」はいないと明言する。

それでは、このようなことが起こらないためには、 どうしたらよいのか。戸田は、その子 ども

の能量を正確に判断したうえで、その子 どもに適 した進度で学ばせることが肝要で、親の見栄で

子どもの能量には適 していない有名校に無理に入れたり、運 よく合格すればよいと多くの学校 を

受けさせるのはよい事ではない、親にとって大事なことは、子どもに合った学校を選び、その子

に合った進度で成長 させることであると述べている。

このような本書の考え方を端的に表わしている後年の戸田の発言を紹介する。

「肋膜で休学 して学科が遅れた」 との質 問に対 して

学校 を休 ませず に、無理 をさせない ように しな さい。奥 さんの心配は、 さきにい く子供 たちに遅れ な

いで、急いでっ いていかせたい と思 うことでしょ う。

MasayukiShiohara(創 価 教 育研 究所 事 務 長)
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教育上の結論をいえば、私 は低能児教育 と優等児教育 とを十年間や りま した。 昔は、五年生 か ら中学

にはいれ る制度があったのです。学校 ではと うてい無理だ とい う人を、私はだいぶ入学 させま した。有

名 な学校にはいれ ると、親 は 自慢 したいのがつねです。劣等児教育についての結論 は、年 をとれ ば、た

いてい、似 た ようになるとい うことであ ります。東大 を先 に出た者 が、先 に出世す るとはかぎ りませ ん。

小学校だ け しか 出ていない者 が、成功す るこ ともあ ります。急いで学校に入れ る必要はあ りませ ん。お

となが小学校一年生にはいれば、かな らず一番 になれ るよ うなものだか ら、一、二年 遅れ ても、完成す

るほ うがよいのです。

だい たい、見栄で早 く学校 へや り、無理 をさせ るよ りも、小 さいときが っち りや らせ で、世 の中べだ

せ ば、体力が ものをいいます。一、二年遅 らせて も、そ のほ うがよい。学校 を遅 らせ ることが秘訣 です。

(『戸田城聖全集 第2巻 質問会編』、聖教新 聞社、1982年 、366-367頁)

本書の出版から20年以上経た後の発言であるが、戸田の考えは一貫 して変わっていないことが

わかる。

第二に、265頁以下の綴方科に関する 「学習上の欠陥補給方法」においては、牧 口の文形応用主

義にもとついた教授方法がいかなるものであるか詳 しく述べ られており、戸田が展開した創価教

育学にもとつ く授業実践を垣間見ることができる。戸田は、翌年の1930(昭 和5)年6月 には、

『推理式指導算術』を出版、さらに、1933(昭 和8)年 からは 『推理式読方指導』4冊 を山田高

正 と共著で出版(後 に、戸田の単著 『推理式指導読方』4冊 となる)し 、創価教育学に基づいた

自習書 としてまとめられていく。

2度 出版 された戸田城聖全集には、『推理式指導算術』は収録 されているが、共に改版改訂87

版を底本 としてお り、初版にもとつ くものではない。『推理式読方指導』、『推理式指導読方』にっ

いては、全集出版の段階では未発見のため、収録されていない。今後、教育者としての戸田城聖

を研究していくためには、これらを紹介 してい くことは不可欠であると筆者は考えている。

最期に、『創価教育』第3号 より始めた本稿の連載完結にあたり、翻刻作業を補助 してくれた本

学学生諸氏に心よりの謝意を表したい。

凡 例

原文は縦書きであるが、それを横書きに直した。

二 本文の表記により記載 したが、旧字体で記載できない漢字については新字体に改めた。

三 複数字分の繰り返しを示すお どり字は、 》払、或は》ゴと字数分表記した。

四 誤字、誤植、誤記と考えられる個所には(マ マ)と 表記 した。

五 脱字 と考えられる個所は、〔 〕で加えた。

六 判読できない文字は、團と表記 した。

(本文)

第四章 入學試験制度の話

理想的入學試験制度
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わたしども ちうせん にふがく

私 共 はよく理想的入學試験制度として抽籔 と言ふことを聞きます。「籔引で入學 さすればよ

い」 と、これは實に抽象的な概念的な選抜法で、近視眼的理想論で御座います。一寸聞くと非常
こく か ねん さいよう

に結構でありますが、國家百年の大計 として、行政官がどうして採用 し得ませ うか。
くママラ

此の論者の尤 も理論的な所説を掲げますと、「現在の各中等學校は、國家経 濱 の見地から頭

拶の優秀なものを薮腎 しようとし、自然の理として競挙試齢をうんで居るのである。此の優秀教
くわん りや うせい ち うとうがくかう げんざい

育の思想は、官吏養成の意味の昔の官立大學と、現在の中等學校 と混同した思想である。現在の

中等學校の存在の償値は、半義務的のもので、一般的存在である。優秀生だから教育 し劣等生だ

か ら教育しないと言ふ事は簡蓬ひだ。宜しく喜んで劣等生を履馨す可きである。笏論、府、縣立、

私立を問ふ可きではない。現在の様に府、縣立が優秀生をのみ教育すると言ふ事は、府、縣税に
ち うとうがくか う なふぜい ぎ む しや

よつて設立せ られた中等學校 として、問違ひではないか。納税義務者の子供を頭拶の優劣によっ
く ぺつ

て匿別するのは、非理論的である。」と 〔。〕私は双手を墨げて此の説に賛成致します。教育行
い ちうとうがくかう

政の立場からも、國家教育の立場からも、劣等教育 と言ふ事を中等學校の教育の外に置いてある
た ねんふ ふく

ことについては、私も多年不服に思つて來た所であります。而しこれは義務教育である小學校す
たうぜん こと わた しとも

らも、何の研究をも、持たない 日本の教育界では、當然の事でありませう。けれども私共は當然
もく し

として黙視することを許 しません。須 らく中等學校は此の黒占に留意すべきであります。殊に府縣
れっとう じ ゆる

立が劣等見の入學を拒む理由は何庭にありませ うか。進んで劣等見の入學を許す可きであります。

此慮に於いて、府、縣立が劣等見を牧容する様になれば劇しい競孚試験はなくなるし、又劣等見

を牧容する以上は抽籔でも結構ではないかと(『マ)言ふ議論が生じて参 ります。誠に其の通 りで舞
ざい じゆけんじゆんひ

在の非教育的な受験準備の弊と、入學試験様式の不統一とからは立派に救ふことは出來ます。し
ねん くんれい

かし此れを行政上の事實 と致します と、一時的の鎭屋剤として、昭和二年の訓令と同一効果 より
こんぽんてき

ないので御座います。實に抽籔法は根本的な入學試験慶止ではなく、府、縣立の競孚を私立の競
くママラ れつとう じ しう

箏試験に代へる丈の 政 正で御座います。府、縣立は設備経費の黒占から、いくらでも劣等見を牧
よう き そ

容することは出來ます。又私立でも基礎の確實な中等學校は文部省の訓令に基いて、抽籔法で優、
ふくわんぜん いうしふせい

中、劣 と生徒を募集 し、各様に教育出來ませ うが、経費設備の不完全な學校は抽籔外れの優秀生
てつてい

を募つて簡易に教授の徹底を計 り優良校としての評判を取得しようと計壷致しませ う。此の時當

れつ とう じ けういく

局は、私立に封 して優秀生を教育するなとは、訓令し得ませ うか。劣等見も教育してやれ とは言
いうしふせい い

へませ うが、優秀生を教育するなとは、どうして言ひ得ませ う。加へて優秀生のみを教育する私
り ゆう

立學校が新に設立されたと致 しまして、どこに文部省がこれを認可 しない理由がありませ う。そ
ふ けい おや いうしふせい

うなると父兄は親の1青、兄の情 として、我が子に、弟に優秀生 と名をつけておきたい上に、又優
しやう

秀の中で鍛へて見たいと言ふ教育的論擦から、結局私立の敷校に競箏試験が生 じます。 されば抽
げんざい ふ りつ うつ けつ くわ

籔法は現在府立にあつた競孚試験を私立に移したに過ぎない結果 となるのであります。此の理は

武藏高等學校に劇 しい競孚試験の在することで謹明されて居ます。即ちこれは昭和二年の訓令が
にふがくきよ か けん あひ くママラに

中等學校の入學許可灌の大部を小學校長に移つしたのと相 依 た結果であつて、世を盆する所

は幾何でも御座いません。又、世に學匿制を説 く人も多 く御座いますが素人の考へで入學難に幾
り えき にんしきいた しん

何の利盆のないことは些少の思考で直ちに認識致されませ う。されば眞の理想 と致しまするのは、
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ぜんぜんてきはいしせつち

能量試験所の設置と其の利用で御座います。即ち入學試験の全然的廃止ではなく、根本的な科學
くんれい こ そ く

的妥當的の攣改で御座います。昭和二年の訓令や抽籔法の様な一時的な姑息なものでは御座いま
てつてい り さうろんしゆ し

せんが、其の趣旨の社會的一般への徹底と、行政的準備、費用等の黒占から理想論たるを免れない

ので御座いますが、しかし私が此慮に聲を大いにして叫ぶの所以は、將來大いに實現さる可き可
しん ゆゑ

能性あるを信ずるが故で御座います。

A組 織

設立……府縣立とす。

機關……所長一名。

主任若干名。

技師若干名。
くマむ

助手若 干 名。
し けん さのうりや うけんさゐん い

技師……即ち能量検査員で、身睦検査の場合の讐師 と同じく、見童の能量を検査する人で御

座います。

善ふまでもなく能量検査に豚舅にして、且充分な養繕を備ふ可きであり、其の資格

には高等普通學の素養は勿論のこと、教育學、心理學、論理學、醤學の專門的智識
けいけんじつ ちくは

をも必要とし、加へて實地に見童教育に當つた経験をも必要と致します。

助手…… 〔助手〕は技師程、一般的素養がなくとも其一部に優れて技師の補助をなすので御

座います。
しよちやう おぎ し

主任……主任は技師の仕事を統督 して所長に封す る責任 を負ふのであります。

所長……所長は内部を統督し外部に封する責任を負ふのであります。

B方 法

纏 鰹 の方法は從來の様にが智ふ軍 の蘇 の識 ではなく、眞の能量の縫 で鮭 い就

どんな 〔に〕敷學が出來るか。どんなに澤山記憶して居るかを試験するのではなく、どんなに敷
こ き お く けん

學の出來る子に教育することの出來る子か、どんなに澤山に記憶 さす ることが出來る子かを、検
さ

査するので御座います。丁度讐師が人間の肉艦を検査する檬に、見童の本質的能量を検査するの
せんもんてきけんきう れい

で御座います。其の方法の委しくは、專門的研究による可きでありますが次に例 として概略の方
あん じ いた

針を暗示致します。

1

2

3

4

5

6

轍 能力 憶}鵬 聞い創 く理角靴 ことにつレπの蜘 の額

酵 カー 惚}瞠 の習慣か・天性かに分けて評臥 〕

意 志 カ……作業にどれ丈の意志の強さを以つて從事するかを評贋。

理 解 カ……速度、どれ丈の速 さで智識を理解するかを評償。

正確度……理解の正確の度合を評償。

記 憶 カ……長期記憶の強弱の評償。

短期記憶の強弱の評儂。

推 理 カ……差違性 と同等性識別の評債。
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方則獲見能力の評債。

7技 能繧 轟}一 性一 一

総 評
く べつ てい へうじゆんか そ

以上の旺別を敷百匙にわけて、一定の標準下に決定 し、一、二年置きに検査をし、其の攣化が

肉膿的原因によるか、又は教育的影響によるかを調査し、併せて其の個性的攣化率をも明かにし
お

て置 くのであります。

C検 査票と其の利用
こ へ う しようしよ いた ふ けい

此の票は必ず小學校卒業の謹書に附属 させることを必要と致します。父兄は、此れによつて正
のうりやう せんたくいた てんゐん

確に見童の能量を知 り誤 りのない職業を選澤致しませ うし、又商店主は、此れによって店員を採

用 し、會社は之れによつて給仕を採用致します。中等學校は此れによつて試験なしに見童に入學
じ どうだけ ちうせん くママラ

を許可致 します。萬一同能量程度前後の見童丈で定員を超過 〔し〕ました時こそ、抽籔 か 正 し

いことで御座いませ う。
し けんじよ し なん けん さ

若 し、試験所に見童を集めることが至難であ りましたなら1小 學校を巡回して検査する丈で充

分でありませ うし、延長 しては高等學校の入學試験にも利用出來、一歩進んでは詰込み教育の弊
い エ

を打破することも易々たるものでありませ う。

二 現在的入學試験制度
ぜんせつ し けんせい ど きおくてき

前節の様な試験制度は根本的なものでありますが故に、非科學的な記憶的な受験準備の弊害を

救ひ、昭和二年の新制度が各方面に與へて居る苦痛を除去し、情實地獄を滅却する功徳のあるも
ご ざ にんしき た うきよく

ので御座いますが、社會は一般に直ちに認識も出來ませんでせ うし、當局 としても費用及法令な

どの黒占から直ちに設立することも出來ません。されば此の理想出現の曉まで漸楚百ξな劣窪が講 じ
わたし こ こ ゆ ゑん

られなくてはなりません、これが私が此庭に現在的入學試験制度論を説 く所以で御座います。從

來の制度の{映階は次の四項目の改善で慶止 し得ると思ひます。

唖
實質的{4

非教育的受験準備廃止

内申書制度の廃止

敷校に多敷の見童の集ることの防止

試験内容の改善

形式上の改善
し けん と ふ けんりっだけ

試験をして、優秀生を取ることを認めるとしても、府縣立丈は少なくとも劣等見をも教育する

様にしたいものであります。斯 くすることは、非教育的受験準備慶止の大きい原因となり、劣生
だいどういん へいがい

指導教育の風潮を招來する一大動因ともなりませ う。 しかし眞に此の非教育的受験準備の弊害を

除去するためには嚴命を當局より獲すること以外には方法は御座いません。そして父兄と小學校
せうがくかうけういくほんらい し む

長に、小學校教育本來の目的のために協力して精進する檬に仕向けるので御座います。夜の六時、

七時まで小學校で準備教育を施 し、時によると正規の學科をも之れが爲に放棄することは、各地
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によく販 ける所で離 い就 此れ1塩 督騰 の巌信のないこと攻 兄の1蚕藷をに原因するも
り かい

ので御座います。 しかし前章にも申しました様に、父兄の強請は當底理解 さすることの出來ない
こ いぐわい はうはふてつていてき

本質的のものでありますか ら、監督官廉の徹底的な命令で此れを腹止する以外に残 された方法は
こ てん うんひよういた

ないので御座います。此の黒占について後章再び委しく論評 致しますが行政上の問題として、小
む し

學校教育を無視して居る小學校長を勇敢に二三人庭罰す る事によつて、此の弊風を打破すること
ご ざ

は何等困難なことでは御座いません。

よく言ふ言葉に 「小學校で準備をしないと富有のもの丈準備をうけることにな り、教育の機會
か ていけう しきこちよっとかんが

均等でない」 と一寸考へると一理ある檬に聞えますけれども、今でも家庭教師がついて、小學校

へ準備を任せない家庭は澤山御座います。何も、特に其の時代になつて現はれる現象では御座い

ません.中 讐 校_行 くこ旗 硝 醗が行き得ない家庭輔 の態 から見たら雛 なので御座い

ますから、其の上準備教育を小學校で受ける當然の灌利ありと考へられる必要はありますまい。

受けさせたいものは家庭構 季に蔓1ナさす可きであつて、父兄の當然の聯 」として、小學鰍 育

の一部 として主張される理由は全然ないのであ ります。 されば其の非理なる要求に迎合 して準備
がくかうちやう しよばつ

のために小學校教育を無視 して居る學校長は宜しく庭罰す可きでありませ う。

又次に内申書の慶止は串奪璽緩樹の希望であり、實際的に弊害 と不平等の多い事が誌められて

倉るものでありますから、當局 として其の使用 と否とを中等學校の任意と認 めるのが至當であり

ませ う.又(3)の 講 あ劇甚を避けるため1こは、各中等學校が官、府、県系、私立を商はず藩 の
さい し けんし ばうしや

日に試験をし、定員に志望者が漏たない學校にのみ再試験を許し、定員以上に志望者が集ったの
ひと えら

に、人を選んで許可を定員以下に止めて再試験をする學校は、絶封に此れを許さないと致しまし

たら必ず良い結果が生れませう.斯 くする時は麦寛も學校を灘 するに灘 の注意を梯ひ、藪緩

へ願書を出すと言ふ弊風もなくなり、串奪単緩に封する選揮心も轄箏になつて、無駄な競孚を省

き、延いては中等學校が教授訓練に熱心となつて、各特長を獲揮し、自校の存在を閲明にしよう

と心掛ける檬になりませ う。

實質的方面

竈 百筍潴 の改善と言ひますと訟 鵜 だん廣マ)の聴 であり就 しかし識 問脚ま篠 籔

の自由裁量に任 して、しかる可き質のものでありますから、當局に於いて深く之に干渉する事は

避けねばなりませ硯 けれども、箕の笑緬を示すことは至難でもなく、其の大綱ヵ・騨 騎であり

教育的でありますなら、中等學校も蕾制度に蹄ることよりも、新制度を一歩踏み出で此の大綱に
ちうとうがくか う だい しやどりよくいたため

服 し、教育改善の爲に努力致す可きであ りませ う。實際に中等學校の入學試験の如きは、第三者

に、兎や角言はれ可き質のものではなく、各中等學校が一歩先んじて民衆を率ゐ、決 して此んな

問題を起す可きでありません。

私の主張致 しまする試験内容の改善は、筆記試験とか口答試問とかと言ふ末節はどうでもよい
へいがい いもんだいし けん

ので、其の根本である試験の問題を攣改 して、試験に封する弊害を除去しようと言ふので御座い

就 今までの識 はどこまで騨 が出來、又何んなに灘 知つて居るかを免ようと致 しました。

其庭で奇妙な受験準備が小學校に流行 したので御座いますから、断然此の黙を改めて、理想的試
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はつぺ うの うりよ く ぢ どう

験制度論で述べました様に襲表能力、観察力、理解力、記憶力、推理力等の見童の本質的能量を
け ういくがくてき

教育學的に検査して入學を許すので御座 〔い〕ます。そ うなりますと何程受験準備が施 されまし
はうはふ じゆけんじゆんびくわんげい くママラ

ても子供の本質的能量を改善する以外に方法がないので御座いますか ら、受験準備 敷 仰 と

言ふことにな りはしませんでせ うか。

理解力と稻 して算術の試験をした り、観察力 と構 して理科の試験をしたり、又記憶力と稻 して
し けん こく こ し けん

地、歴、理の試験をした り、獲表力と稻して國語の試験をした りしてはなりません。理解力なら
ど

或る問題 を口述 しては何れ程理解したか、ある文章を與へてはどれ丈思想を理解 したかを見、記
ふくしふ けん さ

憶力なら長期、短期にわたって復習を許 さない方法で検査 し、観察力なら科學現象、自然現象、

社會現象等について其の精粗を検査するので御座います。又其の外、意志力の検査なぞも加へ、
どく じ たゴちう い

其の細目にわたつては各中等學校の濁 自の研究に任す可きであります。只注意すべきは其の教材
せ うがくかう

は小學校と同程度異教材であることと、常識論で此の方法を研究すべきでないことであ ります。
ぜん き ご ざ こ

中等教師の常識からは、決 して前記の檬な教育學的検査は行ひ得ないので御座いますから、此の
てん

黒占に充分の意を彿ふ必要があらうと蛇足をつけ加へるものであります。

第五章 受験準備の話

一 なぜ受験準備が必要か

現在の訣験翻凌が、非科學的な優秀生の讐が(ママ抜)つ睾襲でありますことは、箭葺1こ委 しく述べま

した。しかも、其の優秀生の定義は、現在の中等學校側の試験傾向から推 しますと、「六ケ年間の
くわんぜん り かい じ どう うんめい

小學校の教材を、完全に理解 し記憶 したもの」で御座います。見童の運命が 「より」教育的な學
たがひ きやうそう こ てい ぎ

校を選んで互に競箏 して入學 しなければならない以上には、此の定義に合致することをもつて運

命開拓の秘訣 とすることは必然で御座います。加へて 「教育は可能」であり、殊に現在の様な記
せいかく いうかう

憶主骨豊の試験には 「正確な教授は有効」で御座います。
のうりや う いうかう けういく

されば本質的に能量のある子供は、事實能量は低いが、有効な教授訓練によつて教育されて優

秀な學力を把持 した子供に打ち負かされない檬にと、 日常、心を練ることは佐々木、梶原、宇治
れき し きや うそ う ひつぜん

川の先陣孚ひの歴史を持たぬ國民にしても、競箏の在する限 りは拒むことが出來ない必然の姿で

あ ります。其れが菖制度の試験法によりませ うとも、新制度の内申書に擦 りませ うとも 「教育の
ち のう けういく つくりあ

力によつて低い智能の子の學力を、能量の高い教育をうけない子供の學力と同等以上に作上げる

事が可能」であり、優秀生選抜法が中等學校の入學試験法である限 り、防ぐことの出來ない見童
じゆけんじゆんび ぞんざい

の世界の生存競孚の姿であ ります。受験準備は此の深い事實を原因として存在 して居るもので、

徒 らな存在では御座いません。
いますこ くわ こ こ にん つ

今少 し委 しく説明致しますために、此庭 に十三才の子供を偶然な機會に、百人連れて参ったと

致 します。その子供等の能量を、最高十黒占、最低0黒占と定めます。最高の標準は、教師が少しも
けうざい き おく さいてい をし

教へないでも、濁りで教材を理解 し記憶し鷹用して行 く才能の者で、最低0黙 の標準は何を教へ
けうい く ご ざ ぢ どう

ても、導いても教育することの不可能な者で御座います。此の檬な標準から百人の見童 を調査致

して見ますると、
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十黒占……0名 紳童(天 才)

門1糠 磁 饗 二篁}五醜_
庸 欝 鰭 雛 購 究讐1議 生に}+五名

ノ

七黒占(1)特 によい課 目はないがそれ とて悪い課目もないと言ふ子供

六鮎(2)特 殊の課目又は激課 目が優秀で平均するとノ曙占とか、七黒占

とかになり、出來る子供だが優等もとらず、級長にも一寸 六〇名……普通見

ならないと言ふ様な子供

五黒占(3)普 通の型 としては算術が主に乙位で國語が大低甲と言ふ類

稀には逆な子供があります。

旦ll}(1)謙 慧 の締'理 角囎
(2)普 通の型 としては國語はどうにか、こうにか 一五名

くママラ

讃めるが算術と來たら、 並 通の教師や母親

では手のつけ様がないと言ふ子供 二〇名……劣等見

ill}極 劣等で輔 一 普通言はれて居る見童 五名

0黒占

低 能
0名(白 痴)

ぶんるゐ こ どもたいてい

大低の團髄は此の様な敷に近 く分類の出來得るもので御座います。此れ等の子供によりますと、
ふたひと

一月なり二月なり過去に教へた事は能量の七、八の子供では仲々記憶 して居るものではありませ
こ ども ほね をねん むか し

ん。殊に、二年、三年の昔に至つては尚更で御座います。九黒占位の子供でも少し理解の骨の折れ

る所は忘れ勝ちであります。まして、教授をした教師が、教授法の劣等な教師であったと致 しま
ばあひ なん ら ふくしふ

すと、間違つて理解 し、記憶して居る場合が間々御座います。されば何等の復習もさせませんで、

ニケ月位以前に教授をした教材を考査致します と、能量の人、九の子供は六、七でよく勉強 して
ふくしふし けんあら

居た者の位の力より現はしません。又同一の試験に能量、六、七位の者を理解させ復習させて考

査致しますと、九、十の復習の完全でなかつた者 と同一の力を現はします。又此の考査の成績は
こ ども たいへんえいたいへん

教授 した教師の質によつても大攣に相違致しますし、子供の身膿的影響、家庭事情な ども大攣影

馨致 します。其れでありますから、同一教材で種々な環境の子供を同時に試験 して見ても、其の
り いうそくだん

結果が直ちに能量を示すものと即断することは出來ません。此の檬な理由から、薔制度の試験法

で選んだ優秀生の中にも、普通見が澤山入 り混みますし、又内申書でも能量の六黙位の子供が優
ないしんしよ こ い

秀生として、どん∫＼入 り混んでしまふのであります。内申書の成績が故意でなくとも優秀生選
くママラ

抜の手段にならない一原因が此庭に潜むのでりあます。内申書の選抜が低い能量の子 を優秀生 と
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わりあひ ほ こ しや そ

誤認する黒占を委 しく申しますと、割合に保護者一帯が教育に不熱心な學校があつて、其の中に六
の うりやう

鮎位の能量の子供を持つ非常に教育に熱心な家庭が一軒あつたと致します。其の子は毎日ぷ＼豫

習、復習を完全にして居 り、他の子供は羨善、復習などしたことがないと致 しますと、薮量での
き おくてう さ

活動でも短期の記憶調査にでも他の子供より優秀なのは當然であ ります。そ して其の子が誠實で
しゆせき し

あればある程教師に愛される様になり、其の努力が買はれる檬になり、首席の地位を占める様に
こ や う

なるのが自然でありませ う。此の様な子が、中等學校に入學してから、以前の様な努力を績けな
そ こ

かったり、中等學校全膿が其の子以上の努力的見童の集團であつたり致 しますと、其の子の眞償
いうとう で き わる

が暴露 されて、優等だつて随分出來の悪い優等だ と言ふことになるのであります。 しかし此の例
しようこ

は、一面現在の競箏試験には其の能力丈ではいけないのだと言ふことの謹擦とはなりませ う。實
げんざい ひつえう

に現在の競箏試験には學力の強大を必要とし、其の學力は能量+努 力(復 習)の 結果であります
こんぼんげんいん

から、自然ある特殊の準備が必要となる次第で御座います。此れが受験準備存在の根本原因で、
じ かんてき

又其の準備が教育的であり、時間的に経濟であらねばならぬ理由であり、軍に六時、七時まで小
ゆゑ ん

學校に止めて置いての放 りぱなしの教育や、経験のない家庭教師のなし能はざる所以であります。
じゆけんじゆんび ちよくしいた

此の受験準備の競孚試験に有効なことを直視致しますならば、私共は何物かの暗示を受けないで

ひとゴェい

は居 りません。事實此の原則が、人間社會に存 しますがために能量の五、四、三と言ふ人々が社

會の第一線に立ち得るのであり、纒 あ八、九と言ふ人々が馨 蠣 伍者となつて貧窮の底に怨
せんねん

み死ぬのであ ります。例へて見まするなら、能量の五か六よりない人でも、或る種の職業に專念
ねんかんしやうしん けいけん

三年間 精 進 しますれば、少 しも其の職業に経験のない、八、九と言ふ能量の人よりは、其の社

會では債値ある人間として待遇されます。又人、九の能量の人が三年より精進 しない所を、五、

六の籠葺あものが十年 も精進致 しますなら、より礎券な社會人として社會が待遇するのであ りま

じゆけん

す。此れが社會の本質であつて、此の社會の縮圖が見童の世界では、中等學校入學難であり受験

羅 であるのであり就 され輝 に 「手撰に鰯 をさせたくない」ための慧れと嫌悪から來た

試験慶止論者、受験準備屡止論者は、此の黒占を深く考へては、社會人 となる子供を持つ親の身 と
なにもの か あわ たび

して何物か大きい 墨＼銅音示に打たれはしないでせ うか。「可愛い子には旅をさせよ」 と先人 も

坊ちやん教育を排 して居 りますが、此の暗示も又坊ちやん教育を排 しては居 りませんでせ うか。

二 小學校内の受験準備
せ うが くか う せいかく けうじき くママラ か うりよ

小學校で中等學校入學者のために、正確な教 授 、指導を、見童の獲育を考慮 して行ふこと

は、理論 として差 し支へなく、むしろ監督官廉の統督指導のもとに、最も科學的に行ふことは家
じゆんび もつと だ たうてき

庭内の非教育的な準備から見ますなら理論として最も妥當的で御座います。

しかし理論 として正當でありましても、其れを償値として考へますと全然無意味のものであり
さ くママ　 うとうが くか う てつていいか ん ゐ

ます。もともと 中 等學校の入學試験は小學校教材の徹底如何を考査して居るのでありますか

ら、準備教育の目的も小學校教育の徹底以外にある可き筈がありません。 よく無理想な準備教育

や、「どうかして旨く入ればよい」主義の罹循薮者を小學校で施 して息るのを見受けますが獲ふ
た

に耐えない次第で御座います。殊に試験を投機的に考へ、二三校受ければどれかがひつか 払る、

其れに間に合ふ檬に薮肴するなどと言ふ教員の如きは論の罧で御座います。只管、宗璽緩薮耕の
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ご ざ じゆんびけういくもくてき

徹底を期す可きが現在の準備教育の目的で御座います。 さて此の準備教育が何故小學校教育の一
へんにふ

部に編入 して無債値なので御座いませ うか。
せい せうがくかうけうゐん こうぜん おこなけん

今、府縣全部の學校が一齊に、小學校教員の仕事の一部 として公然 と之れを行ひ、準備を行は

ない學校は一校もないと致します。其の時は受験生全膿が準備教育をうけて來て居るのでありま
けつくオっ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く　 　 くつ 　 こつ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

すから、其の試験に現はれる結果は、見童の生來の能量の程度 と、教師の良し悪 しと、見童の努
　 　 　

力の差 とでありまして、準備教育の見童にもたらす幸幅は何慮にも御座いません。又準備教育を
しけん あら 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一齊に各小學校が行はないと致 します。其の試験に現はれ る結果は、矢張 り見童の生來の能量の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ご ざ

程度 と教師の良し悪 しと、見童の努力の差とで御座います。
せい じゆんびけういくせい せ うがくた くマの う

自ロち 「一齊に小學 校 が準備教育をすること」は、「一齊に小學校が準備教育をしない」の

と償値に於いて同じであります。むしろ一齊に準備教育を許す ことは、上級の學校へ行かぬ子供
さ べったい ぐう じ かんてき

に封する、小學校教育の差別待遇であり、小學校教育の時間的一部の攣則的な延長であります。

此れ こそ、屋 上屋を重ねた教育と言って差 し支へありません。此の準備教育の償値のある所は、
がくかう も こ くわがくてき

此れを行ふ學校 と、行はぬ學校 とある所から生ずるのであります。若 し之れが正しく、科學的に
くママエ

行はる＼ものとし な ま したなら一部分でも幸幅な子が生 じますから決 して 》』㌻曲事ではあ
ほどご くママラ しんたいてきえいきや う

りませ ん。只 夜 七 時、八 時 ま で 、だ ら ゴ Σ教 育 を 施 した とか 、身 骨豊的 影 響 を考 へ な い とか 、

じうぶん

休息が充分でないとか、軍なる記憶練習をして居るとか、小學校の正規の課 目を放棄す るとかに
せうがくかうない

な りますから、此庭に弊害が生ずるのであります。されば小學校内の受験準備に効果あらしめて、
じよちやうそ

其の弊を助 長 せ しめて居る罪は、局部に之れを行はない所 と行ふ所 とあるに起因し、局部的に
げんいん たい ど

之れを行ふ所 と行はない所のあるのは當局の優柔不断に原因 して居ます。當局の態度を見まする
む い み

に其の無意味を笑はれても、其の局部的、差違的施設を罵 しられても、敢然として弊害除去のた
だんぜんさ べつてき せきにん

めに、全般的に、監督、指導する勇氣もなく、又それかとて断然差別的になり、當局として責任

を養ひ兼ぬるからとして禁止 し、其の禁を薇蔵 さするために、二人三人の小學校長を威罰する勇
またつぎ つみ

氣もないので御座います。此の黒占は當局の反省すべき所ではないでせうか。又次に罪の一部は受
ひつえう もんだい

験準備を必要とする檬な妙な、記憶主骨豊の問題 より呈出出來ない中等學校にあります。又一部の
ふ けい ひやうばん

罪は 「小學校教育を破壊する檬な強請」を小學校にする父兄にあり、最後には父兄の評判に媚び、
ふ ちうじつ

自分の職分に不忠實な小學校長 と職員 とにあると私は断言致します。故に前四者が互の職分を正
そ へい のン

しく理解するならば、小學校内の準備教育なるものは決 して其の弊を罵しらる》ことがないであ

りませ う。

されば結局純正な小學校内の受験準備教育は、結局教育の不均等 と非教育的準備を避 けるため
じ かん まう てってい き い か

に、特に此れが爲の時間を設けないで小學校教材の徹底を期するのに御座います。言ひ換へます

れば、特に時間的に準備教育を施 さずに、正規の教授の徹底が自然に準備 となる様な立派な教授
じゆんびけういく はえ し ごと

を小學校にのぞむのであります。そして準備教育の時間は、映ない仕事ではあるが劣生指導に費

すことが國家の喜びであり、眞の教育的手段では御座いませんでせ うか。其れがためには教材の
かいぜん ひっえう げん

配列、教授法の研究等根本的な改善と努力 とを必要とすることは言を侯たぬ所であります。
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三 家庭内の受験準備
か てい じゆけんじゆんぴ ものンン い み

家庭の受験準備 とは、家庭教師によつて、物々しく教育することを意味して居るのではありま

せん。燈下針持つ母や、新聞片手の父の膝下で、來年中學校なり女學校なりに入る子供が夜一時
ふくしう い み か ていけう し

間な り二時間なりの復習をすることを意味するものであります。勿論此の時間を家庭教師に委托

することは、家庭の自由でありますが、私は以下、父や母の友として、此の準備にっいて申し上

げます。
じゆんびけういく くわが くてき たいいくてき

此の家庭の準備教育は、小學校教育の補助行爲であつて、科學的であり、艦育的であ りますれ

ば有効なもので御座います。よく小學校内の準備教育弊害の聲につれて此の家庭の教育まで間違
かんが ひと きよくじ いうかう

つたことの様に考へる人がありますが、決 して》》》曲事ではありません。む しろ有効な正 しい

くママラ

事で御座まいす。私は若 し父なり、母なりが教授の立場に立つ場合を考慮 して次に話を進めて参

ります。
け うとう せんばっし けんご っぎ や う

府立某高女の教頭が、昭和四年度の選抜試験後の感想に、次の様なことを申されま した。

「今年試験をして見て、入學を許さなかつた子供に今まで見受けなかった二種類の型があった。
い ところ し もん

一、は口間口答 と言ふ様な所か ら 「口答試問」 とか 「試問の答へ方」とかと言ふ本を無暗に詰

め込んで妙な常識 らしいことは随分知つて居るが肝心の小學校の教材は一寸 とも理解して居
こ ども

ない 子供 。

ふくしふ ゐ

二、は全然試験がないとして復習を一寸もして居ない子供。

どうも小學校の教材がすつかり理解されて居なくては試験に合格はしませんね」 と。
せ うが くかうけふいく がんもく し けん

實に小學校教育の理解の深度を見ることを眼 目として居 る現在の試験からながめましたなら

此の二つの敏陥は當然表はれ出ることでありませ う。そして此の鉄陥は重に家庭でこしらへ上げ
ご ざ

られるので御座います。
し けん べんきやう てう し

子供の可愛い絵り 「試験がないんだから、まあ、勉強なぞ しなくともよいさ」 と言ふ調子で親

も子供も呑氣にな り、小學校の教科なぞ一向氣にもせず、又小學校でも小々位出來なくとも原級
わけ ゆ ぷ じそつげふ そ

留置にはする課には行かないので、乙な り丙なり付けて無事卒業としてしまひます。其れで試験

に行きますからすつかり内容を暴露 してしま うので御座います。
し けん こうとう し けん くマの れんしふ

又一方では 「試験はないが口答試験がある其れも常識 な そ うだ。其の練習 〔を〕 しておかな

くては」 と言ふ調子で、
そう り だいじん

「今の総理大臣の名前は」

「市長は誰か」

もんぶ だいじん

「文部大臣の名は」

「大臣の平均年齢は」

とう な

「お父 さんの名は」

「お母 さんの年は」

なんにん

「兄弟は何人」

「何人生れて何人死にました」
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しよくげふ

「お家の職業は」

「士族か平民か」
へいみん

「平民とはなんですか」

「電話番號は」
いへ ま かず

「家の間歎は」

「電燈は何燭光のを使つて居ますか」
げつ が す だい

「一 ケ 月 の 瓦 斯代 は」

「米 は 一 升 い く ら して居 ます か 」

べんきや う じ ごろ こた

「貴郎はどんなにして勉強 して居ますか」(毎 日十時頃までして居ると答へさせる)

「どんな課 目がすきですか」(算術 と國語が好きと無理に答へ させる)

あそ き
「どんな遊びがすきですか」(何 か一つ決めておく)

「どんな英雄が好きですか」(一人決めてお く)

おほ くママ　 なん こた

「大きくな つ たら何になりますか」(答へ られる檬にしておく)

「旅行 したことがありますか」(ど こか決める)

ゑきべん
「騨辮はいくらですか」

ありさま こ ども なげこ

と言つた有檬で、種々雑多の智識を、子供の頭を物置小屋 と心得て、投込む檬にして詰め込みま

す。子供は奇妙な常識に長けて、妙に厩理屈を言ふ檬にな ります。其の傾向が自然、試験官に悪
おやばか けう し なか おこ な

影響を及ぼすので御座います。こんなのを親許 りではなく、教師の中にも、行つた人があること
じつさい

を實際に見聞致しましたが、笑ふに耐えないものであります。これは、中等學校側で見童の態度
ざいれ う さいしよ じやうしきし

を見るものとして採黒占の材料にもならないのに聞いたのが最初で、次にメンタルテス ト、常識試
もん

問と言ふ風な言葉が誤 り取られたので御座います。此のことは熱心な家庭程、注意 しなくてはな

りません。
たゴせ うがくか う い しき けっかん

次に家庭教育は、只小學校の補助教育ではある事を意識 して、素人教育の鉄陥である 「馬鹿暗

記」に落ち入 らない檬注意 しなくてはなりません。智識の教授に當つて最 も安易な、其して効果
しろうとかん り かい ちンおや

の多い檬に素人間に思はれて居る事は、理解なしに無理に記憶させることで、父親や、母親や、

兄姉によつて施される家庭教育の最もよく落ち入 り易い弊害で御座いますから、よくン》注意す
しろうとけういく だいがくせい しんせっ

可きであります。又此の素人教育 と同じ檬に未熟の教師や、大學生などの内職の家庭教師の親切

が、落ち入る弊は、考へさせ理解 させないで丁寧に言葉 として教へ込んで、無理に記憶さするこ
じ どう き かい せ かい

とで御座います。 これは見童の頭を記憶の機械 として、推理判断の世界から遠 く離 してしまふ、
おそ

恐ろしい教育であることを知らなくばなりません。人間が母の胎内か ら文化人になるまで、肉膿
しんくわ げんそく せん ぞ

にしろ精神にしろ先祖が経過 して來た進化の道程を踏むのが原則で御座います。 されば其の先祖
はっけん

の獲見した智識を教育するに當つても、理解なしに輩なる言葉 として詰めこんではなりません。
こんぽんてき おうよう いき みちび

其の智識の獲達の道程を踏ませ根本的に理解させ、其 して其の智識を磨用する域まで導かなくて

は完全な教授 とは申されません。此の様に眞に子供が教材を理解 して参 りますと、濁 りでに勉強

が好きになつて参 ります。自口ち他から強ゆる籔肴でなく子供の中から蘭讐曲す教育を施 します と、
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しん り

子供は自分の活動で眞理 を獲見し、自己を鑛充 して参 りますから本能的に研究心が刺激されて喜

び勇んで書物に親しむ様になります。

されば象麗薮肴として受験準備を髭}瘍 答には深く此の黒占に留意し、子供を殺さず繕愛とした

精神活動を起す様に導く可きであります。

第六章 家庭教育で見童を優等化する方法

一 劣等見の畿生原因と其の受験準備

れつとうじ くママラ を ちが いは

劣等 見 と普通言はれて居 ります子供は、能量の低い子供には違ひありませんが、曰く 「馬

鹿」即ち白痴ではなく、大人になると、どの道かで結構一人前 として、待遇される質の子供であ
こ ども のうりや う れっとう ち

ります。學課の不出來な子供でありますから、能量が充分あるのではありませんが、劣等見と言

ふ極印を押 して普通扱ひにしない事は、正 しい事ではあ りません。
げんざい てうさ すなは きふ

現在の小、中學校の劣等見の調査をして見ます と、主に大量生産主義、即ち一級に五十人、六

十人と詰め込んで、通 り一遍の教育をして通 して行く制度の犠牲者であります。實に恐る可き事
けうい くせい ど だいがく

實ではありませんか。誠に現在の教育制度は、小學校、中等學校、高等學校、大學と大きな教育

機關に百入二百人 と、まとめて入學させ、四人か五人かの教師に委托 して、一年一年順送りに六
だ せんぎんくわ ちうざう

ケ年、或は五ケ年で次へ Σ』と押し出して行きます。五十銭銀貨の鋳造ですらあの精巧な機械で、
た くさん つく にんげん

あの檬に澤山の不完全な品が作 られて、鋳直すのであ ります。まして人間の手になる垂一的な大

量生産であります。其の上に機關である教員には、事實の問題 として教授の上手なもの、下手な
ぞ あく せいひん だんげん

もの、熱心なもの、不熱心なものがあ ります。粗悪な製品は、出來ないと断言 し得るものが、一
こ ども ざつ た とほ

人でもあ りませ うか。子供の智能は雑多です。粗悪な教授は必ず通 り一べんです。此庭に本質的
のうりやう

に低い能量のものが劣等見 となる大きい動因がひそみます。今委 しく説明しますために、子供の

智能を次の様に假定致 します。
ひと り かい

一位……濁 りで教材を理解する子供

二位……或る教材を暗示丈で理解する子供
とほ り かい

三位……一通 りの説明で理解する子供

四位……極 く丁寧に二度も三度も説明して理解する子供
ど せつめい

五位……五度も六度も説明して理解する子供

一位の子供が一時間で理解 し、二位の子供は二時間で理解 し、三位の子供は三時間、四位の子
こ ども け うざい ねんぷんはいれっ

供は四時聞、五位の子供は五時間で理解する教材が順を追ふて一年分配列 されて居た と致します。
こ ども で き ねんかんうけ も

其 して三位の子供を理解 させる程度の教授より出來ない教師が、見童を一年間受持ったと致し
う や む や

ます と、四位、五位程度の子供は、先生の教授を理解出來兼ねて、有耶無耶に一年を過ごして、
せいせきしや ねん め りかい

劣等な成績者 として評贋 されてしまひます。其 して二年 目に四位の子供が理解するまで教授する

教師が受持ったと致 しましても、其の教師は、前年度の教授を基礎にして教授致 しますために、
ゐ すく き れっとう ち

矢張 り四位の子供の中の幾分かは救ひ切れないで、五位の子供同檬の劣等見 として評債されてし
くマ

まひます。運悪くも三位の程度の子供を理解 させる力よりない敏師に、四年も五年も受持たれし
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こ ら じ かんこ どもたちマ　

またなら、其の子供達は災難で御座います。其の子等にとつては四時間も五時間もわけのわから

ぬ ことを教員が一・人でしやべつて居 ります。外の子供は面 白そ うに活動するが、自分にはさっ
せい と かほ そら くも ゆくママ　

ば り面白くありません。仕方ありませんから横の生徒の顔でも見て居るか、又窓から空の雲行

きでも見て、蹄つてからの餓鬼大將振を想像し、言ひ知れない興味と、ユー トピヤ氣分に浸つて
とっぜんせんせい ます しンおもしろ

居 ります。時折其れがために、突然先生に立たせられてしかられます。盆々面白くありません。
かす かみ

教師の目を掠めて紙つぶてを放 し、試験には他人のを盗見致 します。誠に此の子等にとつては教
ねん く つう

師は鬼で教室は地獄か修羅道で御座います。そして五年なり六年なり堅い椅子に腰を掛けた苦痛
き お く

を記憶 として母校を立ち去るので御座います。此の檬な工合で作 られた劣等見が一校に相當の敷
つみ かぎ

あることを私は断言致します。子供の出來ないのは教師の罪であります。白痴低磯に非 らざる限

り、現在の教育制度では、笑璽薮肴まで受けさせ られない繹は全然ありません。原級留置は劣等
れっとうけうじゆ げんきふとめおき

教授の所産と断言致 します。しかし尚恐る可きは此の劣等教授を覆隠するために、原級留置を出
が くか う

さないと共に、劣生指導をも行はない學校であります。原級留置のないのを嬉ぶ前に、子持つ親
じゆけんじゆんび

は、劣生指導を行つて居るかどうかを観察しなくてはなりません。受験準備をする、 しないより
べ もんだい とき

尚恐る可き問題であります。時には受持教師が此の劣等見を隠す手段 として、乙とか甲とかと言
ば か こ

ふ評債手段を用ひることであります。よくある事で、親は馬鹿な子でもほめられると嬉れ しい、
じつ りよくひや うか

殊に甲と評債されると、其れが即ち實 力 なりと信ずるもので御座います。
そつげふ が くか う

「私の家の子は、全甲で卒業 したが府立へも一流の學校へも入 らなかつた。」

「甲と乙だけで出來ない子ではない と思つて居たら、もう、あつちの中學、こっちの中學と五っ

らくだい こ

も六つも落第 して、ほんとうに此の子には泣かされました。」

など》言ふ話を聞きますが、此んな事實を求めたら山とあることでありませ う。此の檬に大量

生産の現在の薮肴翻度と、家庭の無關心 と、桀黙の教師の卑怯とが劣等見を葎 り出して居 ります。

「私の家の子は勉強が嫌ひ」と言ふ場合には、丁度、身膿的に言つたら熱を出して居 る時であり
わたし くみ なまむくわん しんお

ます。捨て 》置く親の無關心を哀れまねばなりません。私の組にはどうも怠け者が十人程居てと

思ふ教師は先づ、
わたし けうじゆ

「私の教授は」

「教室で熱心さは」

わたし せいと

「私は五十人の生徒を持て絵 して居るのではないか」

「私は何時間を教授に使つて居るか」

じ が くママラん せつ じ かん

「遊ぶ時 間 と子供に接する時間とはどうか」

と反省 しなくてはなりません。そして自分が教師たる資格のないことを自覧した時は、潔く職を
くママ　

去 る可 き で あ りま う せ う。

こ ら ふ びん せうれつとうじ くママ　

實に劣等見 と言はれて居る子等の生活は不慰であります。反抗することの出來ない者に消
くわ

化の出來ない、口にも入れることの出來ないものを無理に食へ と言った ら、其の人はどんなに無
こ ども む り い

慈悲な人であ りませ う。子供の理解出來ないことを無理に記憶せよと言ふことは、これと同じで

はないでせ うか。一家の主婦には敷學の智識が必要であると言つて、代敷の基本的智識のない婦
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とほ あん き い しか

人に二次方程の理論を、一通 りの説明の後、暗記 しろと強い、出來ないからと言って叱ったら、
こう ぎ しゆ ふ

其の婦人はどんな抗議を持 ち出すことでせ う。主婦たるものは経濟學の智識がなくてはいかん
せいさん せう ひ

「生産 と消費」に關する學説を理解 しておけ、來週は試験する、女學校を出たんだから出來んこ
たいてい そ

とはない。などと嚇 されました ら大抵の奥様は参つてしまひませ う。其のくせ其の御婦人連は
こ と くママラも たい

子 供 に封して、記憶 しろ、試験するとやつて居る教師の教育を普通 とながめる度腕がありま

すか ら感心してしまひます。
こ てう し れつとう ち くる

此 の調 子 で 、 此 の考 へ で 、 劣 等 見 の 受 験 準備 を始 め た ら、其 の 子 は どん な に苦 しみ 、其 して ど

ん な結 果 が 生 まれ る こ とで せ う。 恐 る可 き事 で は あ りませ ん か 。 又悲 しむ 可 き事 實 で あ りませ ん

か 。

れつとうち たぜたん にゅうがく もくてき
私は此の劣等見の準備教育は、只輩に中學校へ入 學 さする目的で、施す可きではなく智能的

に見童を救ふ 目的でなさる可きだと思ひます。されば小學校教材の徹底が、此の子等を眞に救ふ

第一歩であり、串奪璽緩を選ぶことが第二であり、中等學校での薮肴が箕の三であることを雨嘗
くマの

し、此の教育は濁 り學校へのみ任 して置 く可きものでないと 注 告申し上げて置きます。此の教
じ せつ の

育に封する解決案は、次節に委 しく述べます。

二 劣等見が優等見になつた話

今から竿菱七笙羅箭に或る夫人が、私の努奪ち覧7>薮脊雛発の話を御聞きになつて写ねて参り

ま して 、

ご ざ ば か おも

「私の長男のことで御座いますが、 どうも馬鹿になつたのではないかと思ふので御座います。尋
なん さ が じんじやう ねん

常二、三年までは、何の攣つたこともなくて佐賀の小學校に居 りました。尋常四年に東京へ参 り

まして、大崎町の小學校に厄介になりましたが、K大 學の附屡の幼稚舎が大攣よいと言ふので、
せんせい しけん つ がふ ねん

其の學校の先生を家庭教師に頼んで、試験も都合 よくして頂き、五年の四月入學を許 して貰つて

ほっ と一安心致 しました。所が一學期の末に呼び出されまして、算術は二黒占五分、國語は二黒占七
うへちう い さんまん せんせい しか

分五厘、其の上注意散漫で一寸 とも先生の方を見て居ないと言って叱られました。子供は、私が

心配するためか、此の頃妙になりまして、女中が一寸笑つても、飛び出して行つてなぐりつける。

兄弟 とは笑ひ興ずることがなく、窺にも逡慮藤ちで奇襲憩でなりません6ど うか、馬鹿か、薦麓

でないか丈御調べて下さい。此のために、私は心配で夜も樂々寝むられません。」
ご ざ しうかんほどあつ か

と言ふ話で御座います。私は氣の毒に思ひ、二週間程預って能量検査を致 しましたが、決 して

其の子は馬鹿ではないので御座います。前節申し上げた教育機關の作つた劣等見で、能量は推理
ちから ひく つ よ こ ども きおくりよく

判断の力は低いが相當短期記憶の強い子供でありました。今の教育制度は記憶力のある子は順鷹

出來る様に出來て居 りますから私は救ひ得ると確信致 しました。
ほ うゴエ がくかう ゐ くわ こ

「此の子は方々の學校を轄々して居 る問に、教材が飛び 」ゴになり、過去に教った智識は聯絡な

く各孤立して、其れがために、新に教はる教材を理解し記憶するのに困難で、智識が一寸も身に
ご ざ せんせい り かい く

ならないので御座います。殊に幼稚舎の先生の教育が此の子の理解するまで教授をして呉れない

上に、宿題を掛け、宿題の中から試験をしますから自然成績がよくありません。其 して教授がわ

ちう い がくかう せんせい

からないために四方を見ます。そして注意しないと言つて叱か られる。學校では先生に しかられ、
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くママラ

家に蹄へると生來氣の 少 さい子でありますから、兄弟も女中も自分を劣等見 としてさげしむだ
ゐ こ くママ　す く

らうと考へて、神経衰弱をおこして居るのであります。此の子 は 救ふ唯一の手段は教材の根本
り かい

的な理解をっけてやることで御座います」
くママラ

と申し上げました。所 か 是非普通になるまで預つてほしいと、切實に願ひますものでありま

すから普通になるまでのき(ママ約)く策で預 りまして次の様な薮肴を冤亡ました。

學校の進度にか㌻はらず、根本的な教材の教授を一通 り終りましてから、今度は學校の進度と
よ しふてき おぽ てつてい す エ

歩調を合せて豫習的に、學校で畳える覧えないにか＼はらず、教材を眞に徹底さして進 んで参 り

ました。子供には 「先生の目を追へ」と言ふことを口ぐせに言ひ聞かせて實行させましたために、
てん ぶ か くくわ せいせきこく ご

二學期末には國語は八黒占七分五厘、算術は七黒占五分、地、歴、理の各科も其れに慮じた成績を上
はエおや たいへい くママラちう い き やう

げました。其 して先生が母親に、「此の頃は、大 攣 注意 して私の教授を聞 く様にな り、大攣

活動的になつてよく活動致します。其れがために、成績が上 りました、家でもよく勉強するらし

いですね」 と。
そ こ しだういた せ わ

其の後K商 工學校に入學 し二年まで指導致 しましたが、今では誰れの世話にもならず商工學校

の五年としで決活に生活に樂しんで居 ります。 しかし此の子を救濟 しようと致 しま した時は、毎
ひ やう どりよく くママラ きく そだ

夜二時間宛、火の様な努力と、水の様な冷静の 能 度と、菊作 りが菊の育つのを樂 しみ愛つる檬
つ よ

な質の強いンン愛情 とを持つて向ひました。茶を入れること、菓子を出すことは嚴禁 して母親の
さんくわ ん もら こ ども

事情の許す限 り、子供の勉強を参観 して貰ひました。母親も熱心でありまして子供が時によつて
いや

嫌 になり、すね出して私が叱る時があります と、母親が子供 と一緒に涙を流す始末であ ります。

子供の勉學態度は日に∬ 改ま りまして、薮肺 と態椿余一致す(冨)檬 になりました。私は昆の手

が成人した姿を見ます度に劣生を救ふ唯一の道は、
あい はエおや

「愛、しかも母親の愛」

「教授、しかも科學的な教授」
つ うかんいた

であると痛感致します。

丁度前述の話の前後で御座います。市内の小學校の六年生で、某銀行幹部の遺見で山村芳夫(假
せ うねん かん こ し だう ご ざ

名)と 言ふ少年の能量検査 と看護指導とを依頼 された事が御座います。

検査の結果は第一節で申し上げました様な分類によると五位程度の子供で御座います。其して
じんじや う ねんくらゐ そ や は ン まを

學力は尋常三年位の所で性質は純で粗野であ りました。母の申すには、

「此の子の父がなくなります時呉々も此の子の教育を頼まれました。父の言葉がなくとも此の子

ちうとうけういく わた し せきにん

の將來のため、どうしても中等教育はうけさしたいので御座います。加へて其れが私の責任で御

座います。どうか中學へ入れる様にして下さい。出來は大攣に悪いのも知つて居ます し勉強は大
ばか を かい

嫌ひで學校でも始終、た＼せ られて許 り居ります。兄が少 しく嚴しく教へます と二階の窓から飛

び出して、石を窓へ投げつける。近所では狂人ぢや と言つてゐる始末で家でも持て除 して居 りま
にんまへ し おも

す。私はどうか芳夫が一人前になつて死にたいと思ひます」
ば か ほどか あい べ こ ども

と實に馬鹿程可愛いは親の情、さもある可きで御座います。私はしかし子供の學力が學力で御

座いますから、
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がくか う そつげふ じんじやう

「中學校へ とおつ しやつても學校で卒業 さして呉れますか。尋常三年位の力ですよ」

と申し上げま したら、
がくかう やまむら やまむら

「いや學校では、先生が山村は悪戯で齪暴で仕方がない。 しかし勉強の方は、山村の様に本 も讃

めない、算術 も出來ないのが十二三人居る、落第 さしても來年矢張り同じ事だから卒業 させると、
くママラ

お 〔っ 〕 しや い ま す 」 と 、

ふか かんが たつ にふがく

私は深 く考へて一年遊ばして置けないかと尋ねましたら出來る丈來春中學へ入學 さしたいと

言ふので御座います。其庭で次の様に答へました。

「能量が抵い釜に、學力が一寸も、ついて患ないので御座いますから、中學校の三年位の薮者を

受けさせる丈で五年か㌻ると考へ、五年を卒業 させるまでには人年か』ると考へて頂くなら、中

等教育のうけられることを欝嘗籔します。其れ以上焦つても薮肴が無駄になりま洗 其の檬な輩
つき

月で卒業さするにしましても學校へ任せ切 りでなく、特殊な教育を施 して行かなくてはなりませ
ねっい かんが

ん。時間と母親の熱意とが永績しま 〔せ〕んでせ うから、まあ考へ所で御座いませ う」とすると
はニおや

母 親 が 、

だけ けういく き ばう けういく

「出來る丈でよいから教育して頂きたい」 との切なる希望で御座います。其庭で教育を引き受け

て見ましたが、三年も四年 もぼんや りと、外界の刺戟のま㌻に活動 して参 りまして統一と言ふご
よろこ けいけん

とを一寸も知 りません。智識を得て喜んだ経験なども全然ないので御座います。それであります
すこ け マ　

から少 し嚴 しく一つの教材を徹底 させようと致しますと直ぐ 倦 きて聞えない振 り、泣き眞似、

狂的動作で教師の作業を(マ酷ぽう鐵 します.教 師の熱意と子供の轡灘 レとの闘孚で御座い就
きよ か

私は骨豊裁の許可を家庭から得て 「なぐる」場合 と 「しかる」時と 「笑ふ」時とを研究 して置き、
こ ども ごくしんけん しめ

二 日程前に準備 を整へ、一度に其の子供には十年振位の極眞劒な怒 りを示しました。此の檬にし
しよ わら くママエ

て叱る一方、一緒になつて笑ひ 與 じてもや ります。生來が純な子でありますから可愛い所が随
こ ども れつ とう ち けんきう

分ありました。 しかし其の教育が普通でなく、子供が普通でないために、劣等見研究の助手をし
を

て貰らつて居つた、其の子の受持ちのK氏 が 「山村の教育は不可能だ、あの子を退學さしてくれ

なければ自分が購 哉する」と申し出ました。私は氏に、
わたし はくち しん こんぽん

「私は白痴でない限り、教育出來ると信 じて居る、教師の熱力が根本のカなんだ。方法が拙劣で

も、學問がなくとも、教師に熱意 さへあれば必ず劣等見は救濟出來る。殊に自分が劣等指導を標
きうさい で き む か ち たいがく

榜 して一年、此の子を救濟出來ないんなら、私の研究は無贋値なものである。山村の退學は、今

でも差 し支へないが、其れと同時に私の信念と研究とを放螂することが残念だ。 もし山村を退學
こ へい さ

さするんなら私は此の私塾を閉鎖 しよう。」

K氏 は庇族 芯に感激して呉れましたので薩勝 竺に効果が上つて、遂に峰 三年まで輝 銭

しました。其の間中學校で中等見 としての成績を立派に上げ得たのであります。其の教育中に此
ひじやう ちやうし よ いま そ てんくわ

の子には特に、機械をいちることに非常な長所のある事が畿見 されまして、今は其の方向に轄換
ん

して前途に大きい光明を認めて居 ります。此の子供等は眞の劣等見が中等見になった實例で御座

います。

ねん いぜん ねんせい ちンおや

又今か ら四年以前の八月に高等女學校の一年生で前田光子(假 名)と 言ふ子供の父親が尋ねて
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参 りま した。

むすめ にふがく だ れっとう

「私の娘は女學校に入學 させましたが一學期に呼び出されて、どうも成績が劣等だから、何庭か

へ轄校したらどうかとす ㌻められました。小學校時代は中位であつたのですが、どうも困り果て

くママラ いた ゴ

ました見て頂けませんか」と、

検査 して見た結果は、
かた ふ そく だけちうとう ち

「中等見の上の部。第一節の分け方の様ですなら第三位の子、推理力の不足な丈が鉄貼。成績不

良の原因は此の子は馴れない人には、中々物を言はないので其れがために受持の女教師の反感を
　ママラきようみ し ぜん ご ざ

買ひ、學校に 與 味を失つて自然、復習豫習を怠 り劣等成績を上げたので御座います」

此の子供は三ケ月間で常態に復 しましたが、私が能力を女學校の教頭宛に材料をつけて誰明し
けつろん

て上げました。結論は、

「中の上の能量の子供で、現在の中等教育に順慮出來得ない理由はない。」 と 〔。〕

ご をは こ ども わたし がくかうそ

所が其の後二學期の終 りに 「戸田君は中の上の子供と言はれたが、中の中だか ら私の學校を績

けても差 し支へがありません」と事實成績書は乙揃ひで御座いました。
こ くわ こ ほどじつれい

此の様に過去十ケ年の私の経験は限りのない程實例が御座いますが結局私は、

1家 庭が教育に熱心であり
くわがくてき

2教 授が科學的であり

3教 師に熱力があり
いうとうくわ をい か

さへすれば如何なる劣等見でも優i等化し得るものと確信致 して居 ります。

次に私は科學的教授法 と言ふ黒占について家庭教育の立場か ら申し述べます。家庭で行はれる病

氣の治療は下層階級程多く、蒙薩で行はれる薮肴は上流程多いので御座いま飢 而して蒙庭擬陰
しよほう

に封する研究は、より低級にしろ決して原始的のものではなく、中には往々現在の讐家の威方以
もち か ていけ ういく

上の効果ある藥を用ひて居るものす らあります。しかるに家庭教育に至つては誰れでも一寸手を
わ に わかいらつこ

出し易 く、誰れでもすることで御座いますが某の教授法に至つては頗る原始的で、王仁に、稚郎子
わたし こ てんさう きけうじゆほう

が論語を教った時代の教授法を想記せ しめる檬で御座います。私は此の貼について家庭教育者 と

しての劣生指導法を述べます。

三 智能的敏陥の補給方法

A記 憶の悪い子
い ほんたう き ほんてきき お く

學校で記憶の悪い子 と言はれて居り、また本當に物おぼえの悪い子には、學科を基本的に理解

させることが肝要で御座います。先づ教材の整理、整頓を行つて、極 く大事の部分丈を選 り抜
や う はいれつだけ ふ そくぶ ふ くママ　ん

き、教へる部分 を出來る丈不足にし、順序よく互に聯絡ある様に排列 して言葉で、實物で、

動作で印象強く理解 させます。輩なる言葉 として決 して記憶さしてはなりません。
どう さ くわんぜんこと ばり かい

次に其の理解を言葉なり、檜なり、文章な り、動作なりで獲表 させます。完全に獲表出來るま

で導きます。其して今度は忘れる時間を計つて置き、三十分置き毎に一、二度二時間おきに一、
はつべ う くママラ をり き お くど

二度、二 日置きに一、二度 と言ふ具合に襲表 致 させます。其の後は折にふれ時に乗 じて記憶

を呼び起す手段を講じてや ります。此の檬に致します と大底の記憶力の子供 と伍 して充分な成
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績を表はします。

B推 理力のない子
こ ども けんぶん き おく

此の様な子供は、雑然と自然界及社會の事象を見聞し、雑然 と智識を記憶するので御座います。
あひだ どう せい こ てん

其して事象と事象との間の同一性 と差異性に氣が付かないので御座いますから、此の黒占に意を

用ひるとよいので御座います。即ち同一性 と差違性に氣のつく檬に練習 してやるとよいのであ
れんしふ け うざいとりあっか か てい

ります。此の練習が推理の練習で、實に教材取扱ひの中の至難な部に屡 し、其れで居つて家庭

で最もよく施 し得る方法で御座います。其の理由は被教育者が一人、教育者が一人であります

が故に、よく指導し得るからで御座います。
せつめい てき を こく ご

此の推理の説明には算術が最 もよく適 して居 ります。いや理科でも、地理でも、國語でも皆此
けうざい せつめい ぐ たいてき

の種の教材 にはなりますが、説明しよい といふ意味で例を算術にとつて具騰的に説明致します。

今還元算の方則を教授致 します と致 します。

(イ)二糊}驚 の式を與へて止ヒの二つのどこ触 どこが違ひかを見出さ

す こ さ ゐせい

○は7だ と言ふことは直ぐに首肯出來るので御座いますから、此の同一性と差違性から○を求
くママラ

め る式(56÷8=7)を 考 へ 出 させ ○ ×9=45,14× △=126等 で 其 る 式 を實 謹 させ 其 して

次 の様 な類 似 問題 で練 習 させ ます 。

れんしふ み ちすう

△×7=70此 の檬にして練習の結果 「未知数を見出すには答を既知数で割ればよ

6× △=72… …等 い」 と言ふ方則を決定させ 「何故か」と其の理論を思考の力によつて
ば あひ ご ざ だい ぼ

13×△=165襲 見さす場合[が あ]るので御座います。これが第一歩で次に○×72×4'

=144の 場合は第一のと何庭が違ひ、何庭が同じかを比較 さして違ひが式にはどう表はす可きか

を思考さするので御座います。斐値朱登の教授の募答なら、
た くママラ う ろ かたがは なんぽんい りよう

(ロ)二 粁ある 道 路の片側に四米置きに櫻を植える と何本入用か。

と言ふ植木算の原則を充分理解さしてあると致 しまして次の問題を提出致 します。

(ハ)二 粁ある箔蕗の爾側に四mお きに糎象権えると何本入用か。
　ママ　

(ロ)の 問題 と(ハ)の 問題を讃まして同じ所と違つた所を吟味させます 、 只一黒占「爾側」
こ しき い なん じ かん

と言ふ瀦が差違黙でありますか ら此れを式にするにはどうするか と言ふ事を何時間でもわか

るまで考へさするのであります。

燦 むる嚢(撒 ∵ 嬬2(本)…(即 獺 と言麟 占が捗トける2となつて

表はれて居 ります)
れんしふ ざいれう すい り ち しき

推理の練習には、思考の材料となる基本智識のないこと墨推理する問題 と過去の智識 との問に

同等性が茎難ないこと、又差違陸の全然ない事が笑薬靭であります。

難問を突然與へて 「さあ推理の練習だ考へろ」なぞと言ふのは無茶な話で、子供を苦しめる丈
しうくわく れんしふ

の牧穫で推理の練習ではありません。
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くママラ

C注 意 敢 漫な子
しふくわん かんゑうこ ども

此の様な子供には一物を注視する習慣を養ふことが肝要で御座います。
うけもちけう し め ち うい

一手段は教室なぞでは、受持教師の話中は、教師の目を追ふ様 にやかましく注意する事で御座

います。又或ひは相當の騒がしい中で讃書 さして内容を把握す る練習をするので御座います。
けんきうたいせ うもつとけうざい

しかし教材を理解 さする黒占から申しますなら、最も強い興味で研究封照に引きつけられる様に

環境をしむけることが何よりも肝要なのでありますが、相當技術の必要な教授で御座いますか
ご ざ さうたう あ え

ら、家庭では至難で御座いますが、四六時注意 しますなら相當の成績 を上げ得ることで御座い

ませ う。

D意 志力の養成

意志ち(?fi)よくの弱い子供には、「災簡の意志力が尊ぶ可き作業をする」 と言ふことを旙濫藻 く染

み込む様に仕向けるのであります。又出來る丈意志力の旺盛な人の感化を受けさす様にして甘
わ ゆる けいけん

い育て方をしない様、我がま㌻を許 さぬ様にしなくてはなりません。私の経験であ りますと甘

い一方、可愛一方の育て方をした子供によく意志力の弱い子供があります。
い し こんぽんどういん ちう い

此の意志の弱さが不良少年少女を作る根本動因をなすのでありますから、よく注意しなくては

なりません。

四 學習上の鉄階補給方法
こ れき し こ ら くママラ いく たこく

算術、國語、綴方、地理、歴史、理科、について述べますが此れ等には立 流 な幾多の教授法

が號表 されて居 りますので、私が此庭で各科について申上げることは大量生産主義的教育の犠牲
れつとうせい あきうさい しゆだん

者である劣等見の救濟手段 として家庭で行ふ方法を六年の劣等生を標準 として申し上げるので

あ ります。勿論、教室での教授方法から生れたもので、中等見 とも優等児にも適用の出來ること

は申すまでもありません。

A算 術 科

賛箒 縛の不出來なネ撰をお持ちの方は、小學校の四、五、六年の薮雑暑を主として、

(イ)一 萬以下の加減乗除が出來るかどうかを検査 しな 〔さ〕い。
で き ぎん みせうすう

(ロ)小 数の加減乗除が完全に出來るかどうかを吟味なさい。

(ハ)分 敷の加減乗除が完全かどうかを吟味なさい。
かくこう けんきうつぎ

(二)諸 等数は次の各項が完全に出來るかどうかを研究 しなさい。

1

2

3

4

5

6

けん さ

(ホ)面 積の求め方が三角、梯形、圓について出來るかどうか検査しなさい。

(へ)膿 積を求める方法 と其の根本的問題の理解の程度を吟味なさい。

金高の勘定

長さの名稻と各輩位間の關係

面積を表はす名稻と各輩位間の關係

騰積を表はす名稻と各輩位間の關係

重さを表はす名稻と各輩位間の關係

時間を表はす名稻と各輩位問の關係
めんせき かく
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がいな くママラん また そ ぎん み

(ト)比 及比例の概 念 が出來て居るか又其の根本間題が出來るかどうかを吟味なさい。

(チ)歩 合算(公 式に直ちに當てはめられるもの)を 解 く力があるかどうかを吟味なさい。
てう さ ち しき ふ っ う ち

調査の結果以上が確實な智識でありましたなら普通見 と同等以上でありますから、上述の智識

が確實に兇童の財産 となる檬に努力せらる》のが何よりと思ひます。
わたし けいしきざん こ で き れんしふ

以上は私は形式算 と稻 して居 りま して、此れが出來て居る子供で始めて磨用問題の練習が可能

であ ります。
もんだい い か べ

慮用問題及幾何は問題の解法を記憶する課 目ではなく、如何にしてこれを解 く可きかを考へさ

せ る教材であります。即ち推理練習の好材料であります。しかし其の教授は中々家庭で理想的
じゆくれん ゐ くママラたく

に行へるものではありませんから熟練 した教師に委 托 す可きでありませ う。

けれ ども家庭で行ふ様に是非なくされて居 られる方は前節推理の練習の節をよく理解されて行
いた

ふ様御す ㌧め致 します。

B國 語 科
か こんぽん

讃めるか、わかるか、書けるかが根本の問題であります。
しよ

(イ)讃 めるか どうかを吟味し、讃めなかったら讃める様になるまで一緒に讃んでやるのであ
しら よ

ります。考へさした り、調べさしたりしてはいけません。 どん郎 讃ませるのであります、

寺の小僧がお経を護む様に教科書をどん∬ 讃ませるので、此れが國語の成績を上げる根本
よ つぎ さげふ

要諦であります。讃める榛になつたら次の作業を致します。

(ロ)書 取の練習
かん じ きおく む い み

a漢 字をおぼえさせる爲に、記憶の練習をさするのであります。 しかし此れは無意味な言

葉 としてではなく其の字が表はす内在的の實髄、思想 と結びつけて覧えさせることが大切で

あります。
こく か くママラしよ お も

河、山、國家、存立等其の意味をも一 諸 に覧えさせ る様にしたならよいと思ひます。

b文 章書取

綺麗に早く書く隷善であります、殊に琴養の社會はペン書きの控替器ありますから極必要な

練習であります。字劃を丁寧によく氣をつけて書かせることでありますが、若 し中にどうし
こ どあ くママラ えんぴつ せ うがくか う

てもよくならない子 供 がありましたなら、鉛筆をよく削らして、薄い紙で小學校の讃本
ひ うつ じや うず ちう い

を一 日一頁位づ 》引き寓 しをさせると上手になります。其の時に注意することは、早くか㌧

ずに一黒占一劃も注意して書かせ、批評の時には其の筆法にまで及んで讃本 と比較封照し進歩
や う

の歩合を始終氣をつける檬にしなくてはなりません。

(ハ)語 句の意味
ぢ うえ う り かい れんらく

重要な語句丈抜き出してよく理解する様説明し過去の理解 と聯絡をもたせる様にして記憶

をた しかにすることであります。

(二)内 容の吟味
なに くママ　 か や う はつぺ う

其の課に何 か 書いてあつたか、思想がどの檬にならべ られてあったかを獲表 させる。

此の時は決して言葉 として教へないで、節、段の分類に指導を與へ内容をしつかり捉へるま
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けんきう

では何時間でも指導し研究させるのであります。

此の様にして全部を精讃研究させることは、必ず時間が許すまいと思ひますから一冊の本の中、
くオっ 　ナつこうおも とこ ろ

極 く肝要と思ふ所を、五課な り十課なりで結構であります。

又補助として多讃 させる意味で雑誌を強制的に讃ませ、内容を言葉で獲表 させることが大攣國
ぞうだい ふ げんいた

語のカを増大させますことを附言致しておきます。

C綴 方 科
し せ うがくかうし さう

綴方の拙いと言ふ事は思想の獲表の仕方を知らないと言ふことであります。小學校あたりでも、

教師が、よく上手な文章を讃んで聞かせた り興味のある話をして綴方を書かして居 りますが、

こんなことで恵憩の獲表形式を善樽する子は優秀な子で劣等児では痴産いませ塩 又よく 「感

情に樟 さして」なぞと申しまして、「書かんとする感情」を第一 と主張する人もあ りますが 「ど
か うをしふ う

う言ふ風に書くか」を教へないで感情ばかりが生 じても、書き得るものではあ りません。「鳴

呼此の景色を給にしたい」と思ったからとて糟を書く術を知らなくては、どうして其の景色を
い ふう かんおなつゴリかた

爲實出來ませ う。綴方も同じであります。先づ 「どう言ふ風に書くか」を知 り、書くと言ふ感
じやう わ

情が湧けば此庭に相當の作品が生れ るわけであります。

今此庭に琶し皇げる方法は、牧口常三郎先生の罎角薮肴箪の一部門で、私共は文型主義と名づ

けて居る教授法で、私が此塵で始めて社會的に獲表するもので御座います。其の原理原則につい

ては、早晩先生の手によつて詳糸田に覆蓑 されることと信 じて勧 ますので、私は只其の醜 雛

の方 〔に〕 つ い て の み 申 し述 べ ま す 。

み ひと ぎ もん も は う

只此の方法丈を見た人は、模倣の教授ではないかと疑問を持ちますが、決して輩なる模倣では

なく、理論正 しい文章教授で、創造へ至る第一階梯であることと、決 して見童の創造的分野を無

視 したものでないこ蓑 をよく舗 して居つて頂きたレ・のであります(τマ)羨の鐸 は尋常小學

讃本第十二巻の第二課で御座います。

第二課 我が南洋

大正八年に開かれたパ リー講和會議の結果 として、我が國は、かつて ドイツ領であつた南洋諸島

の中、マ リヤナ ・パラオ ・カロリン ・マーシヤルの四群島の統治を委任 されることとなった。
ぐんとうきは

南洋 といふと、誰でも先づ極めて暑い不愉快な庭 と思ふであらうが、此の四群島邊の氣候は、同

じ南洋の中でも温和な方である。もちろん一年間の氣温を平均す ると、内地よりはずつ と高いが、
ひく ときかいやうせい

いはゆる海洋性の氣候であつて、四季や書夜による差が少 く、氣温の最も低い時でも六十八九度

を下ることなく、又最も高い時でも九十四五度を越すことがないから、案外しのぎ易い。其の上、
ふ そ うこしろもち

ほとんど毎日勢のよい雨が降つて暑 さを洗ひ去るので、一層心持がよい。

植物は、十分な熱と光と水分によつて、思ふ存分に成長する。其の中で最も目につくものは、コ、
けんき や し

椰子とパンの木である。コ、椰子は、大きなものになると高さ十四五間もあつて、幹の上方に大

きな羽状の葉が集つて附いてゐる。其の葉の根本には、大人ぐらゐもある實が鈴なりになつてゐ

る.此 の費の箪には固磯 があつて、其の内部に白い励 や うなものがある。これを舗 めたも

のはコブラといつて、椰子油の原料 となる。椰子油はシヤボンやらふそくの材料として用ひられ
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とき とうめい

る。まだ十分に熟 さない時は、中の肉が透明に近い液で、これがなか㌻』うまいものである。パ
き

ンの木も到る庭に美 しい林を作 り、一年の中ほとんど七八箇月の間は、常に實を結んでゐる。實
ど じん たいせっ かれ ら

の大きさは子供の頭ぐらゐもあつて、土人の食料として最も大切なものである。彼等は其の肉を

蒸焼にした り、又は餅についたりして食ふ。味は大膿 さつまいもに似てゐる。
ど じん ふ うそく ぼん てい ど き もの

土人の風俗は塵によつて多少違ふが、一般に文化の程度の低いことは、家を見ても着物を見ても

直に感ぜ られる。即ち家は大てい椰子の葉でふいた掘立小屋、着物 といつても極めて簡輩なもの
こしみの す せつ けっくわ

で、男も女もた ゴ布や腰蓑などをっけてゐるに過ぎない。 しかし近來は文明人に接する結果 とし

て、だん ゴ㌧洋式の家屋も出來れば、洋服を着 るものも多 くなつた。今 日では我が國で設けた學
こ ども じや うず こエろえ

校などもあるから、子供は日本語を上手に話し、禮儀などもよく心得てゐる。
くマの

彼等土人の最も得意 とすることは、舟を 繰 ることである。舟 といつてももとより丸木舟に過ぎ
おほ こと で き なが

ぬが、それでも大きいのになると、籔十人 ものる事が出來る。一方の舟ばたから長い腕木が出て
く マ マ ラ

をり、其の端に船髄 と並行して うきが結びっけてあるから、 うきが結びっけてから、簡輩なもの
けつ

で は あ るが 、決 して くっ が へ らな い。

こ とくしよく なみ しづ

海の美 しいことは此の邊の特色の一つであらう。海 はあくまですみとほつて、波の静かな塵では、

船から下の方をのぞくと、海底の有檬が手に取るや うに見える。青 ・緑 ・紅 ・紫、目の覧めるや

うに美 しい魚の雛が、さんごみ罧 や縫輩の聞に遊んでゐる有檬は、全 くおとぎぱなしに商く罷音

の景色を見るや うである。

さくひん ご けうじゆこく

此の文章位の作品をどん 》㌻作らせることが、國語教授の目的でありますが當抵現在の綴方教

くママラ

授法ではのぞみ得ないことであります。只文型主義によりましてこそ 始 めて此の文章程度の作
さうたう けう し

品を出し得るのでありますがこれ とて相當の組織と熟練した教師とが必要であります。

家庭で此の方法で成績を上げますには此の文章よりもより低い所にのぞみをおかなくてはなり

ますまい。

此の文章は六段に分たれて居ます 〔。〕

第一段 我が國が南洋の四群島の統治を委任 されたこと

第二段 氣候のこと

第三段 植物のこと

第四段 土人の風俗のこと

第五段 土人の得意 とすることがら

第六毅 海のこと
いじや う や う りつ ば い

以上の様でありますが第一段丈でも文章 として立派に生きて居ます。第一段、第二段丈の文章

と致しましても南洋について相當に語って居る文章として決して、つまらぬものではあ りません。
せつめい だい だん れっとうせい

空間的事實の説明に尋常六年として第二段までの文章が書けたと致しますなら、劣等生の中には

入れられますまい。勿論全課の檬な説明農の文章を六年で立派に書き上げさせることは小學校教

育の理想で、十分奇罷な事ではありますが現在の宗璽寝薮肴でも、中學校教育でも各教師は箕虎
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までを理想として意識もして居 らず、可能 とも信 じて居 りませんから、第二段までの形式で文章
こ つ ゴりか た こと あ こ

がす らsyと 書けましたなら其の子は綴方の優等生 として待遇される事で有 りませ う。 しかし此

の位のことは家庭の仕事 として充分成功 し得る事であります。先づ最初に

(イ)第 一段に何を書いてあるかをはつきり意識 させます。

第二段に何を書いてあるかをはつきり意識 させます。

第二の作業として

(ロ)次 の様な文章を用意 しておいて讃ませます。

私 の 家

今年の春叔父檬が駝催篭へ轄任せられた結果として、穀あ象麗は、かつて叔父檬の蒙であつた

郊外の文化住宅に引き移つること㌻なつた。
おもきはぶんくわぢうたく

郊外の文化住宅 といふ と、誰れでも先づ極めて淋 しい嫌な庭 と思ふであらうが、私の家の附近

は、同じ郊外の中でもにぎやかな方である。もちろん夜のことを考へると、銀座なぞよりはずっ
さ とき でんとうかうぐわい

と淋 しいが、いはゆる郊外の町であつて、夜 と書 とによる差が少く、夜の最も淋 しい時でも電燈

の消えることがなく、又最も書のにぎやかな時でも雑踏するなぞと言ふことがないから、案外氣
で きまいにちかうぐわい

持がよい、其の上、ほとんど毎 日郊外の空氣と日光に親 しむことが出来るので、一層心持がよい。

(ハ)第 二課の我が南洋の第二段までは南洋の委任統治 と氣候の事柄がよく現はされて居 り、
へ うげんあらカもうぐまフし　

私の家では郊外の新 らしい家のことがよく現はされて居 ります。其の表現 して居る内容が

全然相違して居 ります。表はされて居る内容の相違、自ロち文章の差別性は、一護 して直ち
けいしき おなぞ

に認識されるのであ ります。しかし 「其の形式は」となると全然同じ 〔な〕のであります。
せつ ないよう ご ざ

句黒占を御 らんなさい。節をよく御 らんなさい。内容が違つても形式が同じでは御座いませ

んか。此れを意識させることが出來ますればもう八分通り成功で御座います。

(二)私 の家 と我が南洋の第二段までで次のことを比較して答へさせます。

段 は

第 一 段 の。 は

、 は

第 二段 の。 は

第一 。

一
我が南洋

二段

一個

三個

三個

私 の 家

二段

一個

三個

三個

と。の間に、は

三個 三個

第二の同 六個 六個

第三の同 一個 一個

。 と。の間を節と言ひ、と、の間を句と言ひますなら、

第一段は一節で出來て居り一節は三句で完成して居 ります。
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くママ　

第二段は第一節 か 四句
くママ　

第二節 か 七句

第四節が二句であります。

即ち此の形式は

我が南洋 私 の 家

噸{蝦趣 碁
やう けいしき い

子供に右の様な形式だと言ふことをよくのみこませます。
くママラ

(ホ)此 の次は一 諸 に作つて見ます。

題 私の犬の子
こ はる い らい けつ くわ こ ども

第一殺 此の春以來お母様におねだ りした結果 として、私はおとな りの 「マル」が生んだ子供

の中、白に茶のぶちのある犬を育てることにした。

第二段第一節
だ らんぽう いぬ なか

犬 といふ と、誰れでも先づ吠えて齪暴なものだと思ふであらうが、私の犬は、犬の中

でも温和な方である。
ねこ だんせいてき

第二節 もちろん猫 とくらべると、ずつ と齪暴であるが、いはゆる男性的の氣象であつて、

かげ、ひなたが少なく、食べ物 と見ればほしがるが、人が居ないからと言つても猫の様

なことをしないから、ほんとに可愛い。

第三節 其の上、ほとんど毎日の檬に藝をおぼえるから一層可愛い。
つぎ だい そ うへ さ はふ

(へ)次 には題を與へて作らせ、其の上に批評を加へて作法を知らせて行きます。回を重ねる

に随って上達致 します。
ひと ずゐ い ゆ

(ト)い よ㌻》濁 りで作れる様 〔に〕なつた ら随意の題で少々此の文の様に行かなくとも、か

まひませんか らどし∫将睾山作 らせて、文骨豊を改造する所まで行けますならもう充分で御

座いませ う。
だい くわ こ ども れい

今國語讃本巻十二の第五課によつて教授 した子供の作品を一、二、例 としてか ＼げます。

第五課 蜜 柑 山

沖を走るは丸屋の船か

丸にやの字の帆が見える

調子のよい蜜雑藻蔽がすみ切つた晩秋の墾彙をふるはして、何庭か らともなくのどかに簡え

て來る。今登って來た方を振返つて見ると幾段にもきづき上 られた山畑には蜜柑の木が行儀iよ

く並んでゐる。 どれを見てもttと芸ふt'"にはもう黄金色に色づいた養が喬なりになつてゐる。

黒い程こい緑の葉の問から、其の一つ 島 が日の色にはえてくつき りと浮出てゐるのが見える。

又少 し塞る。どの山を覧てもどの谷を見ても蛋籍の木でない庭はない。ふと免るとっいそば
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の木の下ではかごを首に掛けた二三人の男が器用な手つきで蜜柑を取つてゐる。さつきの歌の
おと きこ

主であらう。あちらでもこちらでもさえたはさみの音がちよきん ㌧》㌻》と聞える。

ふ もとの川を白帆が二つ三つ通つて行 くあれは港の親舟へ蜜柑を運んで行 くのであらう。小春
そ こ ふなうた

日和 の暖 さに とけて 其 庭 か らも夢 の や うに船 歌 が 聞 えて 來 る。

灌 之 助 坂 の夜(教 授 の 文)

ぼ う う ＼ ＼ ㌻

一 つ つsN㌻

しようせんでんしや くうき きこ
かん高い省線電車の汽笛が静かな夜の空氣をふるはして、騨の方から忙 しそ うに聞えて來る。

今登つて來た方を振 り返つて見ると遙るか遠 くまで擾つて居る目黒の町には、ぼんや りした電
ゐ やみ なか くママラ ゐ ひ

燈がちらばって居る。 どちらの方を見ても、暗の中には、黄色に ぼ かされて居る灯がちらり

ほらりと見える。黒い暗の中から其の一つ一つが何事かを話す檬に浮き出て居るのが面白い。
のぼ みぎ み しやくほど み

又少 し登る。右を見ても左を見ても、高さ十尺程の 「がけ」がならんで居る。ふと見るとっ

いそばの 「がけ」の下では、二百燭光位の電燈が、道行く人のために光って居る。オ リオン堂
こ さか ひと

の廣告のためであらう。 しか し此の坂を通る人のためには、有 り難いことである。

上と下から自動車が絶えず通つて行く。乗合、圓タク、皆は何威へ行 くのであらう。秋の夜
やぶ じ どうしや

の静けさを破つて、あつちこつちから自動車のらつばの音が聞えて來る。

夏の思出の佐介ケ谷(子 供の文)

こうΣン」Σ
すぎ わた ふ く

杉の梢を渡つて涼い風が眞夏の暑さをぬぐいさるかのように、そよΣンと吹いて來る。今登

つて來た方を振返つて見ると、近くにお稻荷さんのお堂があるのか、たくさんの鳥居が行儀 よ

く並んでゐる。 どれを免ても皆赤く塗つてあつて額がか」つてゐる。讐い ンΣ糟詣の間か ら其

の 一 つ 一 つ が くつ き り と浮 出て ゐ る。

あか とりゐ み せん

又少し登 る。 もう赤い鳥居は杉林にさへぎられて見えない。ふと下を見ると山のふもとの線
ろ

路を電氣機關車が貨車をひいてとほって行く。きつと東京へ行くのであらう。ほんとうに景色
はたけ なっ くママラ

は縛の檬である。ふもとの畑には夏のあつさをしのいで百姓がこやしをかつい て ゆく、あの
ひと

人たちは此の眞夏でも休まないのだ らうか。ふもとの方からは暑そ うな子供の萬才の聲が聞え

て來る。

工 夫(子 供の文)

えんやこら

どつこいしよ
てう し こう ふ くう き いま き

調子のよい工夫の歌がさわがしい町の空氣を破つて前の方から聞えて來る。今來た方を振返

つて見ると石や其他いろ》》なものが道路の片側にばら』墨になつて居る。 どれを見ても綺麗
どう み

と思ふものはない。どれもこれ も泥だ らけになつてごたごた見える。

又すこし行 く。前を見ても後を見ても、ほり返して居る道路でない所はない。ついそばを見
おほ にん こゑ

ると大きなとんびのや うなものをもつて五六人の男が聲をそろへて地面をほつてゐる、さつき
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うた ぬ し

の歌の主であらう。道路をほつてゐるがかちん㌧》》とはつきり聞える。

貨物 自動車がいろ》㌻なものをもつてくるのは仕事につかふものであらう。暖い秋の朝の艀
きこ く

か さ を破 っ て さわ が し く、ぶ うyyと 聞 え て來 る。

海 濱 學 校(子 供 の文)

じや ぶ ん ざ ㌻ 』

じや ぶ ん ざ ＼ Σ
へいぼん あつ うち うち

いつも平凡な波の音が暑い夏の日を原 しくするや うに打よせてはかへり打よせてはかへつ

て、海草や木片を打上げて行 く。今泳いで來た方をふ りかへつて見ると海女の乗つてゐる舟が
おほ

二三そ う沖の方へ行 くのがみえる。すぐそばには大きいあぶ 〔く〕や小さいあぶ くがいっぱい
なみうちぎは

たってゐる。波打際では大きな逆波にころがされて 「きやあ㌧㌧』」といふ聲が聞える。
あと なみ くまたすこ

又少 し泳いで行く。後から大きな波や小さな波がいくつも㌧㌧㌧＼こちらへ來るのが見える。

ざぶんといふ音が したと思ったら私もはねかへった波にころがされて思はず 「きやあ」 といっ
すな みつ

た。足だの膿だの砂まじりの水にぶたれ、上にた 》きつけられたのです りむかれたや うにいた

い。

向ふの砂の上には大ぜいの人がころがつた り起あがつたりしてあた 》まつてゐる。私もそこ
い ま なっ

へびつこをひきΣΣ行つてあたΣまつた。眞夏の太陽は皮ふをこがすや うにじりΣΣとてりつ

けてゐる。

評 型を少 し破つてあるが馴れてからは差 し支へあ りません。

D歴 史 科
なにくわけっくわきようみほんゐ

興味本位の方が最もよい結果を表はす様であります。何科に封しても興味と言ふことは必要で

あ りますが歴史は特に興味の引き易いものであります。中等以上の成績を揚げて居 ります子供
れつとうせいせき ご ざかん ゐ

は大膿興味を感 じて居るのであ りますが劣等成績 の子供は興味を持たないものが多ふ御座い

ます。中には興味はあるが、記憶力のないために成績の不良な子供も御座います。
けうくわ しよちう あらのうりや う

其の興味 と言ひましても能 量 のある子は教科書中の代表的事件、代表的人物によって表はさ

れて居る其の時代の諸相を知 り、延いては時代の推移人心の攣化等を理解 して、眞の興味が生
のうりや う じ けん そ

ずるのであ りますが、能量のない子供では中々其の様な事で興味を持ちませんから、事件其の

ものを出來る丈面白くきかせ、記憶しなければな 〔ら〕ない重要事項は抜き出しに して興味を
ち のうてきけっかん き おく

感 じた話 しとの間に聯絡を取つて智能的鉄階を補給する節で申し上げた檬な方法で記憶さする

ので御座います。

E地 理 科
ふ つう ち り だけ わる

普通の記憶の子供で地理丈が嫌で出來が悪いと言ふ子供は、

例 關東地方

山 脈、 河 川、 平 野

産 業、 産 物

都 會、 交 通
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れつきよしき か けうじゆ

と言ふ様に列墨式に敏師が黒板に書き、さあおぼえておけなぞ と言ふ教授をされるので出來上る

のであります。それで同じ事をするのでも家庭では推理式にしなくては其の榔 召は救はれません。
よ び ち しき をし

例 先づ豫備智識として地理附圖の見方をしつか り教へておいて、

1關 東地方はどちらが高いか

山 脈

河

野

業

平

産

都 會

交 通

例2奥 羽地方

此の募答には前と同じにしながら蘭策菟男と比較封照して氣候風土の産業、蔀蒼に及す影響を

吟味させます、そして白地圖を用意して(印 刷になつたものでも教科書を引き爲しさせたもの
さんげふづ ご ざ ひと

でも)地 勢圖、産業圖、都會圖、交通圖を作らせるので御座います。濁 りで教科書によつて出

來ないものは手傳ってやることは差し支へあ りませんが書いてや らぬ様にしなくてはな りませ

ん。

F理 科
かくがくねん じつぶつ じつけん はず

各學年での理科は小學校では實物實験によつて大膿教授をして居る筈でありますから、家庭で
せい り ちう い じうぶん

は只智識を整理 してや り、観察の粗大な所を注意 してやる程度の作業で充分でありませ う。

もし小學校で實物實験によらないで教授 して居る所があつたと致しましたなら、其れは實物實
せ い り あた おこな こ どもだ くママ　ち

験によつた教授の整理に當る所を本騰の教授として行ひましたのでありますか ら、子供 達

は不完全な言葉の理解 しかして居 りません。其 〔れ〕でありますから日曜などを充分利用して
けつかん がくかう

實物の直観教授 をして、其の敏陥を補はなくてはなりません。直観教授の後で學校では一通 り

整理をすることになつて居 り大謹は整理をして居 りませ うが、其庭が大量生産主義教育の止む
ふ そ く くママ　 そ くママラまつ

を得 ざる所で豫定時間の不足のために整 生 が粗 理 になり勝ちなものであります。

此の粗末がよく劣等生を産むのでありますか ら、家庭では國語教授の時の内容を理解 させる方
わ じつぶつじつけん ざっぜん う

法で教科書を段節に分けて實物實験での教授の場合に雑然 と統一なく、入つた智識や受け入れ兼

ねた智識を整理補充して記憶させるのであります。

たか はう さんみやく

高い方にはどんな風に山脈があるか。

どんな山が代表的なものか。
そ やう なが ほんたう

山脈が其の様にあるとすると河はどの檬に流れるのが本當か。

實際はどんな風に流れて居るか。
だいへ うてき

どんな河が代表的か。

山と河 とが其様であると平野はどんな模様か。
やま へいや さんげふ

山と河と平野の工合からどんな産業が盛になると思ふか。

實際にどんな産業が盛んですか。
だいへ うてき

どんな代表的の産物がありますか。

山と河と産業の工合から中心としての都會はどんな所にどんな風に獲達

して居るか。
とくわい

歴史的にはどんな都會があるか。

其れにつれて交通はどんな風になつて居るか。
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じゆけん じゆんぴ ふくしふいせ くママラ り とき

六年の受験の準備の場合なぞに、四年時代から、復習 整 理することが必要となりました時

は、参考書なぞによらないで四年生からの教科書によつた方がよいと思ひます。其して教科書は
を どうぶつ くママラ ぶつ り

圓周的配列法になつて居 りますから植物、動物、鑛物、生 理 、物理、化學、其の他 と言ふ檬に
こ ども

子供に分類 させ、其の研究に家庭が手傳ふ檬にしたならよからうと思ひます。
まをしあ こ どもた ゴかんたん

以上は只簡輩な家庭での教授法を申上げましたので御座いますが、子供によつて種々教授法も

違はなければなりませんか ら、實地に當 りましては相當な智識 と強い熱力 と忍耐 とを必要と致し

ます。

第七章 入學試験活用法

生存競孚は、讐 わん善マ)の一面観であります と巽に、我々生物には免る＼ことの出粂ない必須

的な運命で御座います。人は、生れ落ちると共に、此の運命に直面致しますが、社會的に、生存

競箏の場裡へと飛び込みますのは、斥箪緩薮肴を受け始める七歳からでありま凱 しかしまた晃
ぷん い しき

分意識をしない時代でありますから、其の劇烈な本來の姿は現はれませんが、其の後、年を経る
ば あひ くは はい

と共に意識的になって参 ります。此れが意識的になります場合に劇烈さが加へ られ、其の曉に負
くマめしや

者 と、優者が現はれるので御座います。此れが社會人の實 想 であ り、社會進化の一大動因で御

座います。 されば、此の原理はおそかれ、箪かれ粧蒼突を しての生活を螢ませる人間には、はつ
い しき

きりと意識さしておかなければなりません。生存競孚の反面を、可愛い子には見せたくない、協
げんそくだけ じんせい

和 とか、相互扶助とかと言ふ社會の美 しい原則丈を充分知 らして、美しい人生をおくらせたいと
き ぽ う ざいさん

希望する人が此れが爲に五百萬なり千萬圓なりの財産を残 しておいたと致しましても、どうして
ねん ねん

五十年七十年の永い人の一生の精心的、物質的幸福を、輩に財産を残したと言ふ丈で擁護 し得る
さう ご ふ じよこ ども かうふく

と断言 し得ませ う。眞に深い愛情で子供の幸幅を願ふ人でありましたなら、相互扶助の一面と生
めん

存競孚の一面とを同時に認識 させて、此れに封する充分な教育を施すことを考へるでありませ う。
あらそねん

されば一年、二年の早い、遅いを箏ふことなく、あらゆる機會に正しく生存競孚、優勝劣敗の

天理を充分に認識させて、其の競孚に、努力の慣値あることを教ふ可きではないでせ うか。
くわがくてき にふが く し けんこ ども せ かい

しかし子供の世界に、最も教育的に科學的に與へられた機會は、中等學校の入學試験でありま

す。活用しないことは、天與の機會を捨て去ることではないでせ うか。
こ たび じんせい そだ

「可愛い子には旅をさせよ」と言ふ諺 もあります。人生の温い方面丈を見せて育て上げる室咲き

の坊ちやん嬢 さん教育は、眞に子供を可愛い所以でありませ うか。獅子は子を産んで三日にして
さい はしもと さ ないちからそ

谷底に蹴落して其の力を試すと聞きます。十三歳で爲朝は鎭西を切 り随へ、橋本佐内は 「十三歳

にして志を立てざる者は將來を語 るに足らず」 と喝破致しました。十三歳前後こそ、社會を認識
よ へい にふがく し けん にく とき

させる絶好の年齢であります。世の弊 として入學試験を萬人が皆、恐れ憎む時に、取つて以つて

我が藥籠中のものとして、活用致しますことは、決 して非教育なことでも非科學的なことでも御
しよかつこうめい ち

座いません。むしろ諸葛孔明の智では御座いませんでせ うか。

此の意味で入學試験を取 り扱ひますからは、先づ親は子供の能量を試すものとしてこれを眺め、
にんしき そ し けんどりよく

子供は努力の尊さを認識する様にと工夫 〔し〕なくてはな りません。そして其の試験の結果につ
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いては、父子共に勝つても誇ることなく、負けても悲歎することなく、努力の生活こそ誇 りであ
ぶんたいとく いた

り、感謝でもあることを十分腱得する様に致す可きであります。

此の見地からの教育は、父は正しく其の子を理解するに努め、科學的な努力を子供に課 して、
で せんしゆ しふくわん はムおや

人生の試合に出る選手としての絶えざる努力を績ける習慣を養成致す可きであり、母親は其の子

の身膿的養護 に心して、其の努力が其の子供の騰力相當であるかどうかを、始終注意す可きで御

座います。されば徒らな㎏醤や、漿働なぞは決 してしてはなりませぬ。粧蒼あ蓮睾 として、其の

努力が正 しいかどうかと言ふ黒占に評贋の標準を置いて、表面に現はれた結果については責めた り、
へうめんてき どりよく まんぞく

褒めた りせず、又子供にも其の表面的の結果については悲 しみも喜びもしない只其の努力が漏足

し得るものであつたかどうかを反省する檬にと習慣づける様にす可きであります。
わた し ま うあい せいせき やう

よく私は、自分の子供を盲愛 して居る親が、中位下の成績であり、又五倍、六倍 と言ふ様な競
どりよく ひやうばん し ばう

箏試験にのぞむ檬な努力 もさせずに、世の評判のよい府立や官立を志望さして 「運よく入いれる

とよいから」と言ふ、萬一の僥倖を希望して居るのを見受けます。其して其の上に二校にも三校
まん む だ きやうめい

にも願書を出 して、萬一の爲に無駄な競孚をさせ、又受持教師も、此れに共鳴 して 「運よく出來

る問題にでもぶっかると仕合せだか ら」と止めも致しません。此の人々は子供を賭博用のものと
うま はい まん あた しん

して考 へ て居 るの で あ ります 。 「旨 く入 る とよい 、萬 一 當 る とよ い」 な ど と 申す こ とは 、子 供 の神

せい

聖を冒濱するものであります。試験をうける子供は眞創であります。親は 「まあ萬に一にも」な
まん ぱっ ちう こ ども あち

ど言ひますが子供は 「萬が一ではなく、百獲百中」を希ふもので、哀れな淋 しいことを子供に味
は くママラ

はす ものでは御座いませんか。親として無智な人であり、師として無定見の人で御座います。
き ばう おや し

もしも子供自身までも 「萬一」を希望するのであ りましたなら、親と師とは 「千三つ的の仕事を
ふ けいざいてき

追ふ不経濟的な寄生虫的な人間の養成」をして居るのでは御座いませんか。其の子にとつても、
くママラぐうぜんてきこうふく

國家にとつても恐る可きことで御座います。賢明な親は決してか ンる 遇 然的幸幅を追ふ機會
つか

に入學試験を使つてはな りません。努力が人生で、努力の結果は、よくても悪 くても其の人を高
にふがく し けん だ たう

めも低めもしないことを教へなくてはな りません。私は入學試験を恐れるよりも、科學的、妥當
へい く マ マ 　そ

的、入學試験出現の曉まで、其の弊に毒れるせらことなく、む しろ教育の機會 として活用致 した

いとのぞむ者で御座います。

第八章 どんな中等學校を選揮するか

一 競孚率による學校の識別

せんたく ぢうえう にふがく ぜんてい

學校の選澤は非常に重要なこと＼思ひます。しかして其の選澤には入學の可能を前提 としなく

てはなりません。 されば子供の先天的能量と、後天的學力の公正な批判と、中等學校の競箏率 と
はんてい だいたいちうとうがくかう

によつて、入學が可能か否かを判定 し其の判定によつて大骨豊中等學校を定め、位置、電車便、友
くママ　

人等を考 庭 して最後の決定を致す可きだ と思ひます。
こ ども がくりよく けう し さんかう

しかして子供の能量、學力の判定には出來る丈熟練した教師の批判を参考にすることをおす ㌧

め致しますし、各校の入學率は年々些少の違ひはありますが、大騰相似て居るものでありますか
そ さいかう おも

ら照會して二、三年分を知 り、其の最高を標準 とした ら大攣よいと思ひます。
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此の判定に参考に資するために、一般的な中等學校側の競孚率と牧容見童の質との關係 を申し

上げます。
ひ くわがくてき にふがく し けんげんこん

現今の檬な非科學的な、妥當性を鉄いて居る入學試験でも、其の選抜法が優秀生選抜法であり

ますから極々大髄に、中等學校の生徒は、上、中、下と言ふ檬に分類 されて、各中等學校に入學
とうきやうふ し ばうしや ふ りっ

致して居 ります。これを東京府で見ます と、大膿一萬五千人位の志望者の内五千人位 は官、府立

に劇甚な競孚の後おさまります。残 りの一萬人が一、二流の私立中等學校を箏ふて、其して五千
かくしゆ まんぞく そ

人位おさまります。其 して其の残 りは、各種の各個人には漏足しない學校へ と入學致 します。其

れでありますから、

上の者……官府立

中の者……一、二流 と言ふ評判のある私立學校

下の者……普通以下の不良少年が居ると言ふ評判があった り、官立へは、極々僅かしか、入

學しないと評判 された りする學校
おほ ご ざ げんそく

此れは極々の大ざっぱな、わけ方で御座いますが、原則として能量のない子を上の能量の生徒

の中へ入 り混ぜて苦しませるのはよいことではなく上の能量の子供を下の者許 りの學校へ入れる
おもしろ だいたい まを

のも面白いことではありません。しかし大艘の事を申しまするならば、

1五 年、六年の小學校教材が完全に十分理解 されて居る見童は

官、府立、七年制高等學校、八百人以上位の志望者のある各私立(約 二百人募集す

る學校として事實の競孚は三倍位のもの)

2五 年六年の小學校教材が十分に理解されて居ないが大骨豊理解して居 り、根本的な復習で

ないが一通 りの復習はすんだことになつて居る見童

四百人以上(二 百人募集する學校 として事實の競孚は二倍位のもの)

3學 校成績は中以下で、五六年の復習が十分でない見童

四百人以下(二 百人募集する學校として事實の競孚はない様なもの)
いじや う だいべつ い がくかうばか

以上は極 く大別でありまして、競箏が少ないか らと言つて決 して、つま らぬ學校許 りでなく、

能力の低い子供許 りとは決して申されません。又反封に官立でも、前章申し上げました様な理由
じ いうりや うばか はげれつとう

によりまして劣等見は相當に居 り、決 して優良許 りとは申されません。只競箏の劇 しい學校評判
くマの

のよい學校には優良見が割合に多い と言ふに過 き ませぬ。其の他の學校にも充分に優良生は居
おほ い だけ けいけん

りますが、只幾分劣等生が多いと言ふ丈であります。今私の外面的観察による経験から類集 し、
き なふ

隔納して一瞥で理解の出來る様に表をか㌻げます と次の檬に御座います。
くママ　

許可者二封スル志願者 百人中の優良生 百中人の劣等生學 校 別

官府立A

B

私 立C

D

E

人、九倍位

三、四倍位

五、六倍位

三倍位

二倍位

九五人

七五人

五〇人

二五人

一〇人

五人

二〇人

四〇人

五五人

六〇人

五人

一〇人

二〇人

二五人
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F同 敷位 五人 六五人 三〇人
れつ とうじ くママ　 まをくママラきり かい で

此の表によつても理解出來ます檬に、府、縣だ立か らとて劣等 見 がないとは申されません

し、評判が悪い學校だからとて、頭の悪いもの許 りと言ふことは齪暴な推断で御座います。 しか
ないよう なかがくか うや うまを

し第二章にも申し上げました様に、我が子のカ、學校の内容、競箏の程度を正確に知ることは中
ふおし なん

々至難のことで御座いますから、よくよく可愛い子供のために研究せ ら 〔れ〕熟慮せ られるを切

望致します。

二 中等學校の選繹が見童を優等生にも劣等生にもした實例
こ ども あっかねんほどまへ

今から三年程前M、N、1、Sと 言ふ四人の子供を取 り扱つたことがあります。

Mの 家庭は兄が東京高等學校で、姉は府立の第人に入學させてあ りましたので、B位(前 掲)
ぜ ひ にふがく ねか くママラ

の學校へ是非入學 さしたい、と言ふ 願 ひでありました。

Nは 親類の子供が皆府立へ行つて居 るから、B位 の學校へと言ふ希望でありました。
と こ はふにんしゆ ぎ

1の 家庭は何所でもよい、と言ふ放任主義でありました。

Sは 長男であり、子供の時に拶をいためた事があるので、家庭は数育に非常に熱心で、どうか
し じふがくしふちうとうけういく

して中等教育を完全に終らせたい と言ふので、父親が始終學習のことに注意致 して居 りまし

た。

子供 能量(⊥ 軍位)學 力 希望校 入學校 其 の 後
10

M

N

1

S

i
10

ヱ
10

ヱ
10

i
lO

一2-B

IO

7.5-B

10

7.5
-B

10

■F
10

B

C

D

F

第一學期 に學習ガ ー2一を収め る丈の努力 をしないで

モ
10

蓄位であつたため・終りから三醜 で沖 々其の

後 中位 まで行 けず劣生扱ひを され て居 ります。

モ
ー學期は中位 で

、其の後始終末位 であ ります。努力

が伴はない爲 であ ります。

モ
ー學期三番で其の後 も優秀成績で勉強 に非 常に興味

を貴 え學力 も非常にっ きま した。

{其 の後 中位 をた どつて樂 々修業 して居 ります。

こ どもたち けい ろ おもしろ

此の子供達が三年間にとつた経路こそ面 白いものでありませ う。
くママラ

Mは 勉強が嫌いになり 。Nは お座なりで中等教育をうけて居 り、1は 非常な興味を學校 と學
どりよく しん おもしろくママラ

課にお ぼ えてまちめに努力して居 り、Sは 自分の努力を信ずる檬になりまして面白く通學 し、

中等學校の卒業は可能であらうと思はれて居ります。其の原因はMは 蓋の學習力を要求して居る

學校一腸 の縫 気 入射 たの 〔で〕ありますから端 丈の糊 が旗 なのであり就 其

れを子供も、家庭も、考へなかつたために、入學後、劣等成績をとつたのであります。

Nは 誌 弾 罰 旗 求して居る蟹 へ 謄位で入軋 たのでありますから、糊 を怠つた
(ママ〉
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時に成績が落ちたのであります(rマ>1は 家庭が放任主義であ りますが、本人は互の力で■位の
1010

えうき う はい こ きよう くマの み

學習力を要求 して居る學校へ、入つたのですから、上位を占め此の嬉 しさは 興 昧 を誘ひ興味

は努力を生んでよい成績を上げて居るのであります。

ふ そく えら い

Sは 能量の不足を努力で補ひ易い學校を選んで、入學して成功 したものと言つてもよいと思ひ

ます。
わたし いま どたいけんいた

Sの 檬な實例を、私は今から六年程 〔前〕に、一度膿験致 して居 ります。
くママラ

私が劣等見救濟を標榜 して、一私 熟 を立てて二年 目で御座いました。市内の某小學校の六年
こ とも あつか

生でHとKと 言ふ子供を預 りました。
くマづ

家庭の希望は共にB位 の學校へ、入學出來る檬な教育をしてほしい、と言ふので な りますが、

二人共學校成績が五+獅 三栖 、旙 で纒 輪 位なものでありました。簸 で私は前述第六

章の檬なやり方で三時間位づっ轍 育を績けて見ました所(罷 どれ瑞 位の勒 を表はしまし

い うとう じ けっ くわ 　ママエわけ くママラ

て、一見、優等見の檬でありました。此の結果は子供の能量に攣化を來した 澤 け でな く、
げんざい こンう せいせき

子供の持分の全髄が現在の様な教育制度では、どれ位順慮出來るかを試みた結果、現はれた成績
くママラ

であります。勿論ある一部の才 熊 は攣化 しては居り能力 も高まつては居 りますが、しかし能量
げんいん を あら の うりや

の攣化は肉髄の獲育に根本の原因を有 して居 りますので、此の學力が表はして居る程決して能量
う くママラ

が増 しのたではないのであります。 されば私は家庭へ此の御子 さんは、現在の學校制度では相當
くらゐ はつ き かぎ

の評判のよい學校へ入學は出來ますが、今位の學習力を獲揮 さして行かない限 りは後になつて苦
じやうきふ

しみ出しますから上級の學校へ入學後 も相當の注意を忘れ下さいません様にと申し上げました。
てい ど が くか う はい

所が二人の中KはB程 度の學校へ入 りHはC程 度の學校へ入 りました。
くママラ

Kは 家庭での補 終 を打ち切つたため其の後二年でF程 度の學校へ轄校 しなけれ,ばな らない

檬に現在の単緩薮肴の犠牲者になつてしまいました。しかし此の韓緩発であるFは 本人の能力と
どりよく けういくきくわん かんしや

努力に相慮 した教育機關なのでむしろ本人にとつて感謝すべきものでありませ う。

Hは 此の後も、同じ檬に學習上の訣陥を補ふ一方、濁立的學習態度の養成を致しまして、二年
し けん た ねん どくりつ

では記憶物は一人で試験に耐える丈の準備が出來る様になり、三年で國語が濁立し四年で英語、

五年で数學、 と言ふ順に濁立して、C程 度の學校に順慮する檬になりました。立派な成功 と申し
ねんかん もつと なんぶつ

得ませ う旦此れなぞは四年間も五年間もかかつたもので、最 も難物の方に属して居ります。 しか
ふ っ う ちうとうがくかうけういく え か

し普通は一、二ヶ年の努力で現在の中等學校教育に順磨する見童は作 り得るのでありますから家
てい

庭では充分氣をつけなくてはならないと思ひます。
くママ　

此の檬に、 どんな學校にでも入れ は よいと言ふ考へでなく、子供の將來、學校の様子、入學
しんちやう しんせき ぐ あひ

後の教育などをよく考へて、愼重に決す可きで、決して親戚の手前、近所の具合 と言つた様な虚

榮に捉へ られて定めてはな りません。
り ち てき くわがくてき しやうらい

されば 「理智的の父、感情的の母、科學的の師」を得て始めて子供の正しき將來が光明をもつ

て輝 くので御座います。

(終 り)
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